
　

私
た
ち
は
す
べ
て
、
石
岡
市
と

い
う「
自
治
体
」の
一
員
で
す
。「
自

ら
治
め
る
」と
い
う
そ
の
名
の
と

お
り
、
私
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の

手
で
石
岡
市
を
上
手
に
運
営
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
方
分
権
が
進
む
中
、
私
た
ち

市
民
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
は
次

第
に
重
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
み
な
が
知
恵
や
力
を
出
し
合

う
こ
と
で
、
私
た
ち
市
民
は
石
岡

市
を
よ
り
素
晴
ら
し
い
ま
ち
に
す

る
こ
と
が
出
来
る
と
信
じ
ま
す
。

　

新
市
発
足
か
ら
一
年
半
あ
ま
り
が
経
過
し
、
石
岡
市
議
会
も
合

併
後
初
め
て
の
選
挙
を
経
験
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
議
員
と
し
て

選
ん
で
い
た
だ
い
た
私
ど
も
二
十
六
人
は
、
す
べ
て
の
市
民
の
代

表
と
し
て
、
市
政
運
営
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
三
月
に
は
今
後
十
年
間
の
市
政
運
営
の
指
針
と
な
る「
石

岡
市
基
本
構
想
」も
決
ま
り
、
今
年
度
か
ら
第
一
次
総
合
計
画
に

基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
よ
り
よ
い
石
岡
市
を

目
指
す
こ
の
計
画
に
、
私
た
ち
市
民
は
ど
の
よ
う
に
協
力
し
、
課

題
や
問
題
点
に
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
私
ど
も

二
十
六
人
は
、
私
た
ち
市
民
自
身
の
た
め
の
総
合
計
画
を
最
も
願

わ
し
い
形
で
達
成
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
は
ら
っ
て
い

き
ま
す
。

　
「
石
岡
市
を
素
晴
ら
し
い
ま
ち
に
し
た
い
」、
そ
れ
は
私
た
ち
市

民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

　

議
員
に
な
っ
た
二
十
六
人
に
は
、
そ
の
実
現
へ
向
け
て
さ
ま
ざ

ま
な
考
え
や
意
見
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
私
ど
も
は
そ
れ
を
市
長

や
市
当
局
者
へ
投
げ
か
け
、
議
論
を
交
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
市
民
に
最
も
望
ま
し
い
結
論
を
得
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
実
現
の
た
め
、
皆
さ
ま
も
是
非
、

二
十
六
人
の
市
民
に
よ
る
新
し
い
議
会
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ぎかい広報紙
平成19年6月1日発行

発　行／茨城県石岡市議会
発行人／議長　久保田健一郎
印　刷／髙橋印刷株式会社

私
た
ち
市
民
の
力
で

　
　
　
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

副議長
磯 部 延 久

議　長
久保田健一郎

府中小学校児童の田植え体験学習
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前 島 守 雅
三　村

久保田健一郎
村　上

[議　　長]

鈴 木 行 雄
東大橋

[議会選出監査委員]

金 子 悦 郎
府中１

山 口　 晟
三　村

関 町 芳 弘
東大橋

大 和 田 俊 樹
東成井

磯 部 延 久
旭台３

[副 議 長]

川 井 貞 夫
柿　岡

島 田 久 雄
嘉良寿理

岡 野 孝 男
上　曽

菱 沼 和 幸
貝地２

池 田 正 文
国府７
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議 員 紹 介

未来に向かって、今……

小 松 美 代 子
総社２

嶋 田 佐 登 子
下青柳

鈴 木 米 造
瓦　谷

德 増 千 尋
旭台３

菱 沼 定 夫
東成井

國 司　 進
行里川

櫻 井 信 幸
小　幡

塚 谷 重 市
小　幡

前 島 孝 元
国府７

川 村 良 一
東光台４

金 井 一 憲
石　岡

関 口 忠 男
根小屋

関 昭
柴　内



�

　議員改選後初となる第１回臨時会は、５月15日に開催されました。
　この臨時会では、議長・副議長の選挙や常任委員会、議会運営委員会の構成、または石岡
市が加入している一部事務組合へ送り出す組合議会議員の選挙などを行ったほか、各会計
の補正予算を専決処分した案件、議会選出監査委員の選任などの審議を行いました。
　ここでは、それらのうち議会の人事構成などについてお知らせします（市長提出議案の内
容等については、次号でお知らせします）。

議会運営委員会

委 員 会 の 構 成

　

第
一
回
臨
時
会
は
、
議
員
全
員
に
よ
る
請
求
に
基
づ
き
、

市
長
に
よ
っ
て
五
月
十
五
日（
火
）に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
は
改
選
後
初
の
議
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

最
初
に
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
挙
は
投
票
に

よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
久
保
田
健
一
郎
氏
十
九
票
、

前
島
守
雅
氏
一
票
、
山
口
晟
氏
一
票
、
小
松
美
代
子
氏
一

票（
無
効
四
票
）で
、
久
保
田
健
一
郎
氏
が
第
二
代
の
石
岡

市
議
会
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
副
議
長
の
選
挙
で
は
、
磯
部
延
久
氏

十
四
票
、
島
田
久
雄
氏
十
一
票
、
小
松
美
代
子
氏
一
票
で
、

磯
部
延
久
氏
が
第
二
代
副
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
常
任
委
員
会
委
員
や
議
会
運
営
委
員
会
委

員
の
選
任
、
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
な
ど
が
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
本
ペ
ー
ジ
と
次
ペ
ー
ジ
に
お
知
ら
せ

す
る
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

◉
石
岡
市
監
査
委
員
に―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
鈴
木
行
雄
氏
を
選
任

　

石
岡
市
は
、
監
査
委
員
の
定
数
を
二
人
と
し
て
お
り
、

う
ち
一
人
は
地
方
自
治
法
に
よ
り
議
員
を
充
て
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。。
今
回
、
市
長
は
議
会
か
ら
鈴
木
行
雄

氏
を
監
査
委
員
に
選
任
し
よ
う
と
す
る
議
案
を
提
出
し
、

議
会
は
こ
れ
を
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

監
査
委
員　

鈴
木
行
雄
氏

　

平
成
十
三
年
か
ら
十
五
年
ま

で
旧
石
岡
市
議
会
の
議
長
を
務

め
、
新
市
誕
生
後
の
初
代
議
長
も

務
め
た
。
昭
和
十
七
年
生
ま
れ
の

六
十
五
歳
。
東
大
橋
在
住
。

総 務 企 画 教 育 福 祉 市 民 経 済 都 市 建 設

所管事項

市長室･企画部･総務部･
会計課･消防本部及び八
郷総合支所の所管に属す
る事項など

保健福祉部･福祉事務所
及び教育委員会事務局の
所管に属する事項

生活環境部･経済部及び
農業委員会事務局の所管
に属する事項

都市建設部の所管に属す
る事項

委 員 長 德　増　千　尋 國　司　　　進 川　井　貞　夫 前　島　孝　元
副委員長 岡　野　孝　男 菱　沼　和　幸 島　田　久　雄 鈴　木　米　造
委　　員 前　島　守　雅 久保田　健一郎 菱　沼　定　夫 鈴　木　行　雄
委　　員 金　子　悦　郎 関　町　芳　弘 磯　部　延　久 山　口　　　晟
委　　員 嶋　田　佐登子 櫻　井　信　幸 大和田　俊　樹 関　　　　　昭
委　　員 小　松　美代子 川　村　良　一 塚　谷　重　市 関　口　忠　男
委　　員 金　井　一　憲 池　田　正　文

調査する事項 役　　職 氏　　名 役　　職 氏　　名
議会の運営に関する事項や
議会の会議規則、委員会条
例等に関する事項、または
議長の諮問に関する事項

委 員 長 金子　悦郎 委　　員 関町　芳弘
副委員長 塚谷　重市 委　　員 櫻井　信幸
委　　員 嶋田佐登子 委　　員 菱沼　和幸
委　　員 德増　千尋 委　　員

第
一
回 

臨
時
会
の
概
要
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新たな議会構成決まる

新議長に久
く ぼ た

保田健
け ん

一
い ち ろ う

郎氏

副議長には磯
い そ

部
べ

延
の ぶ

久
ひ さ

氏を選出

一部事務組合議会議員＆地方公営企業議会議員の選挙結果
　石岡市は、他自治体とその事務の一部を共同で処理するため、５つの一部事務組合に参加しています。
また、主に石岡地区の市民への給水については、小美玉市と共に地方公営企業「湖北水道企業団」を運営
しています。
　これら一部事務組合・地方公営企業にはそれぞれ議会が設置されており、その議員には、構成市町村の
議会から選出された市町村議会議員が就くことになっています。
　第１回臨時会で行われた選挙（指名推選）は、次のような結果になりました。

議　

長　

久
保
田
健
一
郎 

氏　

　

旧
石
岡
市
議
会
で
は
、
平
成
三

年
以
降
四
期
連
続
の
当
選
。
ま
た
、

平
成
十
五
年
か
ら
新
市
誕
生
ま
で

の
あ
い
だ
は
議
長
を
務
め
、
そ
の

功
績
に
よ
っ
て
総
務
大
臣
か
ら
表

彰
を
受
け
た
。

　

新
市
誕
生
後
は
議
会
選
出
の
監

査
委
員
と
し
て
新
市
の
適
正
な
財
政
運
営
の
チ
ェ
ッ
ク
に

務
め
た
。

　

母
と
妻
、
子
ど
も
と
の
四
人
暮
ら
し
。
議
長
職
に
つ
い

て「
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
。
行
政
へ
積
極
的
に
提
言
し

て
い
く
議
会
を
目
指
し
た
い
」と
話
す
。
趣
味
は
読
書
と

ゴ
ル
フ
。
座
右
の
銘
は「
温
故
知
新
」。

　

昭
和
二
十
四
年
生
ま
れ
の
五
十
七
歳
。
村
上
在
住
。

副
議
長　

磯
部
延
久 

氏　

　

旧
石
岡
市
議
会
で
は
、
平
成

十
一
年
以
降
二
期
連
続
の
当
選
。

そ
の
間
、
総
務
企
画
委
員
長
、
予

算
特
別
委
員
長
、
決
算
特
別
委
員

長
な
ど
を
歴
任
。

　

新
市
誕
生
後
は
総
務
委
員
長
を

務
め
、収
納
対
策
な
ど
に
取
組
ん
だ
。

　

現
在
は
妻
と
の
二
人
暮
ら
し
。副
議
長
職
に
つ
い
て「
合

併
を
実
効
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
た
い
」と
話
す
。
趣
味
は
将
棋
。
座
右
の
銘
は「
有
言

実
行
」。

　

昭
和
十
五
年
生
ま
れ
の
六
十
六
歳
。
旭
台
三
丁
目
在
住
。

第１回

●湖北水道企業団（石岡市議会選出６人）

　　選出議員／鈴木米造　小松美代子　前島孝元　菱沼和幸　池田正文　金井一憲

●湖北環境衛生組合（石岡市議会選出７人）

　　選出議員／前島守雅　金子悦郎　嶋田佐登子　菱沼定夫　大和田俊樹　関町芳弘　櫻井信幸

●土浦石岡地方社会教育センター 一部事務組合（石岡市議会選出３人）

　　選出議員／山口　晟　塚谷重市　関口忠男

●霞台厚生施設組合（石岡市議会選出５人）

　　選出議員／久保田健一郎　德増千尋　國司　進　前島孝元　川村良一

●石岡地方斎場組合（石岡市議会選出６人）

　　選出議員／鈴木行雄　德増千尋　磯部延久　大和田俊樹　川井貞夫　櫻井信幸

●新治地方広域事務組合（石岡市議会選出３人）

　　選出議員／島田久雄　岡野孝男　関　昭

新
正
副
議
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

臨
時
会
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地
方
自
治
法
第
二
条
第
四
項

は
、「
市
町
村
は
、
そ
の
事
務
を

処
理
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
議
会

の
議
決
を
経
て
そ
の
地
域
に
お
け

る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
の

運
営
を
図
る
た
め
の
基
本
構
想
を

定
め
、
こ
れ
に
即
し
て
行
な
う
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
第
一
回
定
例
会
に

は
、
こ
れ
に
基
づ
く
議
案
、「
石

岡
市
基
本
構
想
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
基
本
構
想
の
概
要

　

基
本
構
想
は
「
基
本
理
念
及
び

将
来
像
」、「
土
地
利
用
構
想
」、「
施

策
の
大
綱
」
の
全
三
章
か
ら
成
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
第
一
章
「
基
本
理
念
及
び

将
来
像
」
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
が
左
表
の
よ
う
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
を
踏
ま
え
、
市
が
目
指
す
べ

き
将
来
像
を
「
風
と
時
が
輝
く

『
和
』」
の
ま
ち 

い
し
お
か
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
基
本

構
想
に
は
「
筑
波
山
や
霞
ヶ
浦
を

は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
資
源

や
、
先
人
達
が
大
切
に
守
り
育
ん

で
き
た
歴
史
資
源
は
、
本
市
に
と

っ
て
次
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
貴
重

な
地
域
財
産
で
す
。
本
市
が
目
指

す
将
来
像
「
風
と
時
が
輝
く
『
和
』

の
ま
ち 

い
し
お
か
」
は
、
こ
れ

ら
の
自
然
・
歴
史
を
守
り
つ
つ
、

そ
の
中
に
あ
る
日
本
の
原
風
景
に

息
づ
く
や
す
ら
ぎ
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
人
の
「
和
」（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）
と
、市
民
と
行
政
の
「
和
」

（
協
働
）
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

姿
を
示
し
て
い
ま
す
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
人
口
目
標
」の
項
で
は
、

平
成
二
十
七
年
の
人
口
推
計
が
約

七
万
六
千
八
百
人
（
平
成
十
七
年

国
勢
調
査
時
と
比
べ
て
約
五
千
人

の
減
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
年

後
の
目
標
を
平
成
十
七
年
国
勢
調

査
時
の
人
口
と
同
じ
「
八
万
二
千

人
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
章
「
土
地
利
用
」
で
は
、

ま
ず
「
土
地
の
利
用
方
針
」、
次

い
で
「
都
市
軸
の
形
成
」
が
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
土
地
の
利
用
方
針
」
は
、「
都

第
１
回 

定
例
会

◉
平
成
19
年 

石
岡
市
議
会

在任特例最後の議会
　平成17年10月の新・石岡市誕生から用いてきた市議会議員の在
任特例は、平成19年４月末日で満了を迎えました。
　この、在任特例期間の最後の定例会となった平成19年第１回定
例会（２月28日〜３月15日）へは、今後10年間の石岡市の指針と
なる「基本構想」が市長から提出されたほか、平成19年度各会計予
算14件などが提出されました。

◉
平
成
19
年
か
ら
10
年
間
の
指
針

石
岡
市
基
本
構
想
を
原
案
可
決

将
来
像
は
「
風
と
時
が
輝
く 

和 

の
ま
ち 

い
し
お
か
」

人と人とがふれあう協働によるまちづくり
　まちづくりの主人公である市民一人ひとりが考え行動すると
ともに、市民が事業者・行政と適切に役割分担をしながら、協
働によるまちづくりを進めていきます。
　さらに、ひとがまちを育て、まちがひとを育むという “ひと
づくり” の視点を大切にします。

暮らしと自然・歴史が調和した活力あるまちづくり
　筑波山や霞ヶ浦をはじめとする豊かな自然と、常陸国分寺跡
などに代表される貴重な資源を「歴史の里」である本市の財産
として大切にするとともに、暮らしとの調和を図りながら積極
的に活用し、多くの人が行き交う活力のあるまちづくりを進め
ます。

安心とやすらぎに包まれた生きがいのあるまちづくり
　子どもから高齢者まで、市民一人ひとりが将来にわたり安心
して、やすらぎと生きがいを感じながら生活できる、潤いと温
かみのあるまちづくりを進めていきます。

まちづくりの基本理念
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市
核
・
市
街
地
」

ほ
か
、
市
域
を

そ
の
特
性
ご
と

に
七
つ
の
ゾ
ー

ン
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
利
用

方
針
を
述
べ
て

い
ま
す
。

　
「
都
市
軸
の

形
成
」
で
は
、

市
内
の
連
携
強

化
を
図
る
と
と

も
に
広
域
的
な

交
流
を
促
進
す

る
た
め
の
「
都
市
軸
」・「
都
市
補

助
軸
」、
市
内
に
点
在
す
る
自
然

資
源
や
歴
史
資
源
、
観
光
資
源
な

ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の

「
自
然
・
歴
史
交
流
軸
」、
市
街
地

の
外
周
に
点
在
す
る
産
業
交
流
エ

リ
ア
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
の
「
産
業
交
流
軸
」、
フ
ル
ー

ツ
ラ
イ
ン
沿
道
の
文
化
・
芸
術
共

生
ゾ
ー
ン
と
都
市
核
を
結
ぶ
と
と

も
に
、
つ
く
ば
市
や
笠
間
市
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
性
を
確
保
し
た

「
文
化
・
芸
術
交
流
軸
」
の
五
つ

に
つ
い
て
、
機
能
強
化
や
交
流
促

進
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
章
「
施
策
の
大
綱
」
で
は
、

最
下
段
左
の
図
の
よ
う
に
、
八
つ

の
基
本
目
標
（
政
策
）
を
立
て
、

諸
施
策
の
体
系
的
、
総
合
的
な
推

進
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─　

　

こ
の
「
基
本
構
想
」
案
は
、
本

会
議
で
の
議
案
質
疑
を
経
た
後
、

議
会
の
企
画
委
員
会
に
審
査
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

　

企
画
委
員
会
で
は
、
定
住
人
口

を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
施

策
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
人
口

把
握
の
考
え
方
、
そ
し
て
今
後
の

都
市
計
画
の
あ
り
方
が
議
論
の
中

心
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
市
の
都
市
計
画
は
現
在
、
市

街
化
区
域
・
市
街
化
調
整
区
域
な

ど
に
区
切
ら
れ
て
い
る
（
い
わ
ゆ

る
「
線
引
き
」
さ
れ
た
）
石
岡
地

区
と
、
非
「
線
引
き
」
の
八
郷
地

区
と
い
う
、
都
市
利
用
の
規
制
が

大
き
く
異
な
る
二
つ
の
区
域
を
有

す
る
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市

は
、
当
面
こ
の
二
つ
の
状
態
を
維

持
す
る
考
え
と
の
こ
と
で
す
が
、

企
画
委
員
会
は
「
今
後
、
全
市
域

に
お
け
る
一
体
的
な
都
市
計
画
の

あ
り
方
を
十
分
に
検
討
す
る
こ

と
」
を
、委
員
会
の
総
意
と
し
て
、

執
行
部
に
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
審
査
の
の
ち
、「
基

本
構
想
」
案
は
企
画
委
員
会
、
さ

ら
に
本
会
議
で
「
原
案
可
決
」
と

決
し
ま
し
た
。

　

市
は
今
後
十
年
間
、「
基
本
構

想
」
と
こ
れ
に
基
づ
く
「
第
一
次

石
岡
市
総
合
計
画
」
に
よ
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
市
議

会
は
、
基
本
目
標
や
各
種
施
策
に

つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
様
々
な
角
度

か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
行
き
ま
す
。

第１回 定例会（３月議会）

このままで行くと、10年後には5,000人減

「土地利用構想図」カラー版は議会ホームページで
ご覧になれます。

構想に示された、基本理念、目標、施策などの一覧 「広域連携図」
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議
会
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
平
成
十
九
年
度
各
会
計
予
算
計

十
四
件
の
審
査
を
、
六
つ
の
常
任

委
員
会
へ
付
託
し
て
行
い
ま
し

た
。

　

各
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管

し
て
い
る
費
目
に
つ
い
て
審
査
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
総

務
委
員
会
に
お
い
て
は
、
予
算
に

お
け
る
「
職
員
等
人
件
費
」
に
関

連
し
て
、
八
郷
総
合
支
所
の
機
能

維
持
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─　

　

第
一
回
定
例
会
に
は
、
予
算
案

と
は
別
に
、「
部
等
設
置
条
例
」

の
一
部
改
正
案
が
提
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
議
案
の
内
容
は
、

市
役
所
組
織
の
う
ち
市
長
公
室
の

事
務
を
縮
小
し
て
名
称
を
市
長
室

と
改
め
、
ま
た
、
企
画
部
と
総
務

部
の
分
掌
事
務
の
一
部
を
改
正
し

よ
う
と
す
る
内
容
で
し
た
。
し
か

し
、
議
会
内
で
は
、
市
の
組
織
の

う
ち
議
案
に
な
ら
な
い
部
分
（
議

会
の
議
決
が
必
要
な
の
は
「
部
」

の
設
置
と
そ
の
分
掌
事
務
等
に
限

ら
れ
、「
課
」
の
設
置
や
分
掌
事

務
の
改
正
は
、
議
会
の
議
決
を
要

し
ま
せ
ん
）
に
対
し
、
こ
れ
を
問

題
視
す
る
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

市
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら

「
課
」の
統
合
再
編
を
行
う
こ
と
を

企
図
し
て
い
ま
し
た
が
、
議
会
に

対
し
て
、
そ
の
具
体
的
内
容
の
報

告
・
説
明
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
、背
景
に
あ
り
ま
し
た
。

　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─　

　

そ
の
よ
う
な
状
態
の
ま
ま
予
算

審
査
を
迎
え
た
総
務
委
員
会
（
市

の
組
織
に
関
す
る
部
分
を
所
管
し

て
い
ま
す
）
で
は
、た
と
え
「
課
」

の
再
編
が
議
決
を
要
さ
な
い
事
項

と
は
い
え
、
市
民
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
す
件
を
よ
く
承
知
し
な
い
ま

ま
で
予
算
や
議
案
を
審
査
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
異
議
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
委
員

会
で
は
、
市
当
局
か
ら
初
め
て

「
課
」
再
編
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
説
明
の
中
で
特

に
各
委
員
が
問
題
と
し
た
の
は
、

八
郷
総
合
支
所
の
機
能
維
持
に
つ

い
て
で
し
た
。

　

合
併
か
ら
平
成
十
八
年
度
ま

で
、
総
合
支
所
に
は
七
つ
の
課
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

市
当
局
は
こ
れ
を
総
務
課
、
市
民

窓
口
課
の
二
つ
に
統
合
再
編
す
る

旨
の
説
明
を
行
っ
た
の
で
す
。

　

八
郷
総
合
支
所
の
機
能
に
つ
い

て
は
、合
併
時
に
「
総
合
支
所
は
、

合
併
前
の
町
の
区
域
を
所
管
区
域

と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
本
庁

６
つ
の
常
任
委
員
会
が
、そ
れ
ぞ
れ
所
管
す
る
範
囲
を
審
査

総
務
委
員
会
で
は
、

八
郷
総
合
支
所
の
機
能
維
持
が
焦
点
に

 ◉平成19年度予算

総額501億8,976万7,000円を
原案可決　うち、一般会計予算は248億円

会　　計　　名 19年度予算額 前年度との比較
一 般 会 計 248億円 △18億3,500万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

授 産 所 2,902万4,000円 △79万円
国 民 健 康 保 険 88億8,874万円 7億6,598万3,000円
簡 易 水 道 事 業 2,157万円 △21万5,000円
下 水 道 事 業 30億5,607万2,000円 △1億4,392万8,000円
駐 車 場 1,605万7,000円 △994万7,000円
老 人 保 健 65億9,300万円 △3億6,500万円
石 岡 駅 東 土 地 区 画
整 理 事 業 6,474万9,000円 △8,647万9,000円

農 業 集 落 排 水 事 業 10億1,416万4,000円 1億4,998万円
公共用地先行取得事業 2億  267万2,000円 △510万3,000円
霊 園 事 業 3,699万円 27万6,000円
介 護 保 険 43億  193万1,000円 3億7,650万4,000円
介 護 サ ー ビ ス 2億1,428万3,000円 △5,484万円
水 道 事 業 9億5,051万5,000円 △237万8,000円
特 別 会 計 合 計 253億8,976万7,000円 6億2,406万3,000円

総 合 計 501億8,976万7,000円 △12億1,093万7,000円

◉平成19年度 石岡市会計別予算額　　　　　　　　　　　　表中「△」は減をあらわす。

▲八郷総合支所
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に
お
い
て
処
理
す
る
事
務
を
除

き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

総
合
的
な
行
政
機
関
で
あ
る
と
と

も
に
、
地
域
振
興
の
拠
点
と
し
て

所
管
区
域
を
対
象
と
し
た
地
域
振

興
を
図
る
」と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
委
員
の
中
に
は
、
八
郷
地

区
の
市
民
か
ら
「
八
郷
総
合
支
所

で
手
続
き
出
来
な
い
件
が
増
え
、

本
庁
舎
ま
で
足
を
伸
ば
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
苦

情
を
受
け
て
い
る
委
員
も
い
ま
し

た
。
課
の
減
少
が
八
郷
地
区
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な
が
る
こ

と
を
懸
念
す
る
委
員
か
ら
は
、
こ

れ
に
強
く
反
発
す
る
意
見
が
出
さ

れ
、
こ
の
こ
と
は
、
新
年
度
予
算

に
お
け
る
「
職
員
等
人
件
費
」
の

各
部
課
へ
の
配
分
の
問
題
へ
と
波

及
し
ま
し
た
。

　

こ
の
八
郷
総
合
支
所
に
お
け
る

機
能
維
持
の
問
題
は
、
委
員
会
へ

市
長
の
出
席
を
求
め
る
（
通
常
、

市
長
は
委
員
会
審
査
に
は
出
席
し

て
い
ま
せ
ん
）
こ
と
に
発
展
し
ま

し
た
。
出
席
し
た
市
長
か
ら
は
、

「
八
郷
総
合
支
所
は
、
現
在
の
七

課
体
制
を
総
務
課
、
市
民
窓
口
課

の
二
課
体
制
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
申

請
、
証
明
書
等
の
発
行
事
務
は
窓

口
で
可
能
な
体
制
を
敷
く
。ま
た
、

農
政
・
商
工
観
光
・
下
水
道
・
建

設
関
係
の
課
長
補
佐
を
配
置
し
、

事
務
の
流
れ
と
効
率
を
確
保
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
る
」
と
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の

結
果
、
総
務
委
員
会
は
「
平
成

十
九
年
度
石
岡
市
一
般
会
計
予
算

の
う
ち
総
務
委
員
会
の
所
管
に
か

か
る
部
分
」
を
賛
成
少
数
で
「
否

決
す
べ
き
も
の
」と
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
部
等
設
置
条
例
」
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
も
、
総
務
委
員

会
は
「
否
決
す
べ
き
も
の
」
と
決

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
翌
々
日
、
総
務
委

員
会
は
「『
平
成
十
九
年
度
石
岡

市
一
般
会
計
予
算
』に
お
け
る『
職

員
等
人
件
費
』
の
積
算
は
平
成

十
八
年
一
月
時
点
の
人
事
配
置
に

基
づ
い
て
お
り
、
新
年
度
の
人
事

配
置
と
は
直
接
関
係
し
て
い
な
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
」
と
し

て
、
議
長
に
対
し
「
平
成
十
九
年

度
石
岡
市
一
般
会
計
予
算
の
う
ち

総
務
委
員
会
の
所
管
に
か
か
る
部

分
」
を
再
審
査
し
た
い
と
の
申
し

出
を
行
い
ま
し
た
。

　

条
例
は
、
委
員
会
が
再
審
査
を

行
え
る
場
合
と
し
て
、「
重
大
な

事
情
の
変
更
」、「
重
大
な
資
料
の

秘
匿
」、「
重
大
な
説
明
の
瑕
疵
」、

「
そ
の
他
委
員
会
の
判
断
に
影
響

を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
状
況
の

変
化
」
の
四
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す

が
、
総
務
委
員
会
は
今
回
の
件
を

「
重
大
な
事
情
の
変
更
等
」
と
し

て
い
ま
し
た
。
議
長
は
、
未
だ
前

例
の
な
い
こ
の
申
し
出
を
、
議
会

運
営
委
員
会
の
協
議
を
経
た
上
、

許
可
し
ま
し
た
。

　

再
審
査
を
行
っ
た
総
務
委
員
会

は
、
再
度
の
採
決
の
結
果
、「
平

成
十
九
年
度
石
岡
市
一
般
会
計
予

算
の
う
ち
総
務
委
員
会
の
所
管
に

か
か
る
部
分
」を
全
会
一
致
で「
原

案
可
決
す
べ
き
も
の
」
と
決
し
ま

し
た
。

　

総
務
委
員
会
を
除
く
五
つ
の
委

員
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

議
論
を
行
っ
た
も
の
の
、
採
決
の

結
果
は
い
ず
れ
も
「
原
案
可
決
す

べ
き
も
の
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
会
議
に
お
け
る
「
討
論
」
で

は
、
小
松
美
代
子
議
員
が
「
一
般

会
計
予
算
」、「
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
」、「
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
」
の
三
つ
の
議
案
に
対

し
て
反
対
討
論
を
行
い
、
一
方
、

國
司
進
議
員
は「
一
般
会
計
予
算
」

に
賛
成
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
採
決
の
結
果
、「
一

般
会
計
予
算
」、「
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
」、「
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算
」
は
賛
成
多
数
で
可

決
、
そ
の
他
の
予
算
案
は
全
会
一

致
で
可
決
と
決
し
ま
し
た
（「
部

等
設
置
条
例
」
に
つ
い
て
は
、
下

段
右
を
参
照
）。

平成19年度 予算／３月議会

　

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

「
部
等
設
置
条
例
」
の
一
部
改
正

案
は
、
本
会
議
で
の
審
査
を
経
た

の
ち
総
務
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、

委
員
会
は
こ
れ
を
「
否
決
す
べ
き

も
の
」
と
決
し
ま
し
た
（
こ
の
経

緯
は
前
㌻
～
本
㌻
上
段
を
参
照
）。

　

委
員
会
で
の
審
査
結
果
は
、
当

該
委
員
会
の
委
員
長
か
ら
定
例
会

最
終
日
に
本
会
議
へ
報
告
さ
れ
、

そ
の
後
、
議
会
と
し
て
の
議
決
を

行
い
ま
す
。

　

議
案
を
「
否
決
す
べ
き
も
の
」

と
す
る
総
務
委
員
長
報
告
に
対

し
、
徳
増
千
尋
議
員
は
議
案
に
賛

成
す
る
立
場
で
討
論
を
行
い
、
飯

村
嘉
男
議
員
は
議
案
に
反
対
す
る

立
場
で
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
採
決
で
は
、
議
案
に

賛
成
す
る
議
員
の
数
が
、
反
対
す

る
議
員
の
数
を
わ
ず
か
に
上
回
っ

た
た
め
、「
部
等
設
置
条
例
」
の

一
部
改
正
案
は
、
原
案
の
と
お
り

可
決
と
決
し
ま
し
た
。

　

道
路
は
、
市
民
生
活
に
欠
か
せ

な
い
重
要
な
施
設
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
市
が
私
道
を
市
道
と
し
て

受
け
入
れ
た
り
、
市
道
の
ル
ー
ト

を
変
更
し
た
り
、
市
道
そ
の
も
の

を
廃
止
す
る
等
の
場
合
に
は
、
議

会
の
議
決
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
一
回
定
例
会
に
は
、
市
道
の

認
定
・
改
廃
に
関
す
る
議
案
が
五

件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
審
査
を
担
当
し
た
都

市
建
設
委
員
会
は
、
現
地
調
査
を

行
っ
た
上
、
五
つ
の
議
案
の
う
ち

石
川
字
越
場
の
市
道
変
更
の
議

案
、
お
よ
び
上
青
柳
字
カ
ト
の
市

道
廃
止
の
議
案
に
は
問
題
が
あ
る

と
判
断
し
、「
否
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
し
ま
し
た
（
議
案
の
内
容
は

27
㌻
参
照
）。
続
く
本
会
議
の
採

決
で
も
、
議
会
は
こ
の
二
つ
の
議

案
を
否
決
と
決
し
ま
し
た

◉「
部
等
設
置
条
例
」の
一
部
改
正
案

賛
成
多
数
で「
原
案
可
決
」

◉
石
川
字
越
場―

市
道
の
変
更　
◉
上
青
柳
字
カ
ト―

市
道
の
廃
止

い
ず
れ
も
認
め
ず
否
決
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現
在
、
市
は
石
岡
駅
橋
上
化
へ

向
け
て
基
金
の
積
立
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
鹿
島
鉄
道

が
三
月
末
日
で
廃
線
に
な
る
こ
と
が

決
ま
り
、
今
後
、
石
岡
駅
構
内
の
鹿

島
鉄
道
部
分
の
取
扱
い
が
問
題
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
市
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

　

次
に
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
だ

が
、
柏
原
工
業
団
地
の
某
鉄
鋼
会
社

が
工
場
を
閉
鎖
し
た
こ
と
で
、
当
市

の
税
収
は
一
億
円
ほ
ど
減
っ
た
と
の

噂
を
聞
く
。
今
後
、
地
方
自
治
体
が

自
立
し
て
い
く
た
め
に
は
税
収
確
保

が
大
き
な
課
題
と
な
る
が
、
工
業
団

地
へ
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
市
は

ど
の
よ
う
な
展
開
を
図
っ
て
い
く
考

え
な
の
か
。

市
長　

石
岡
駅
の
鹿
島
鉄
道
部
分
の

利
用
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
十
九
年

度
に
行
う
予
定
の
駅
周
辺
整
備
検
討

調
査
の
中
で
、
関
東
鉄
道
な
ど
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

経
済
部
長　

平
成
十
二
年
に
ご
指
摘

の
企
業
が
倒
産
し
た
件
は
、
税
収
ま

た
は
雇
用
問
題
に
お
い
て
、
当
市
に

と
っ
て
も
大
き
な
損
失
と
な
っ
た
。

市
は
平
成
十
六
年
度
に
要
綱
を
制
定

し
て
企
業
誘
致
に
努
め
、
現
在
、
同

跡
地
に
は
別
の
企
業
が
進
出
し
て
い

る
。
な
お
、
企
業
誘
致
に
当
た
っ
て

市
は
、
製
造
業
を
第
一
と
し
、
公
害

を
出
さ
な
い
企
業
を
募
集
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
工
業
団
地
に
は
運
営
協
議

会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、
団
地
内

企
業
が
や
む
を
得
ず
工
場
用
地
を
転

売
す
る
場
合
に
は
、
同
団
地
の
環
境

維
持
等
に
配
慮
し
た
譲
渡
先
と
す
る

よ
う
、
同
協
議
会
と
申
し
合
わ
せ
を

し
て
い
る
。

　

今
後
も
自
主
財
源
確
保
、
雇
用
確

保
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き

工
業
振
興
に
努
め
て
い
き
た
い
。

石岡駅・鹿島鉄道の今後の取り扱いをどう考えているか
19年度の駅周辺整備検討調査の中で、関係会社と協議したい

　第１回定例会の「一般質問」は、３月５日～７日の３日間にわたっ
て行われました。
　登壇した議員は12人で、新・石岡市誕生以降では最も少ない質問
者数でしたが、質問を行った各議員は、それぞれ熱のこもった論戦
を展開しました。（ここでご紹介する内容は、実際に行われた質疑
応答の一部分を要約したものです。一般質問全文を含む会議録は、
石岡市議会ホームページの「会議録検索」、または図書館、地区公民
館、まちかど情報センター等に設置してある会議録でお読みいただ
けます）

村
む ら

山
や ま

　　裕
ゆたか

 議員

▲石岡駅構内の鹿島鉄道部分撤去作業
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新
年
度
予
算
に
お
け
る
少
子
化

対
策
、
子
育
て
支
援
策
を
見
る
と
、

当
市
単
独
で
の
取
組
み
が
数
多
く
あ

り
、
そ
の
充
実
に
対
し
て
は
感
謝
し

た
い
。

　

し
か
し
、
小
学
校
入
学
前
の
子
ど

も
た
ち
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
依

然
と
し
て
自
己
負
担
が
あ
る
。
県
内

の
多
く
の
市
町
村
で
は
完
全
無
料
化

が
図
ら
れ
て
お
り
、
当
市
も
こ
れ
を

実
施
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
古
河
市
で
は
小
学
校
を
卒

業
す
る
ま
で
通
院
、
入
院
の
完
全
無

料
化
も
図
っ
て
い
る
。
当
市
も
中
学

卒
業
ま
で
の
入
院
費
助
成
を
始
め
る

わ
け
だ
が
、
私
と
し
て
は
是
非
と
も

完
全
な
無
料
化
を
お
願
い
し
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　

自
己
負
担
を
な
く

し
、
完
全
無
料
化
を
図
る
た
め
に
は

多
額
の
財
政
負
担
が
伴
う
。
自
己
負

担
導
入
の
背
景
に
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
に
鑑
み
、
受
益
者
の
方
に
も
応

分
の
負
担
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
福

祉
施
策
の
拡
大
と
制
度
の
安
定
的
継

続
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

の
で
、
両
者
と
も
に
完
全
無
料
化
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

市
長　

少
子
化
対
策
は
、
現
下
の
最

重
要
課
題
と
受
け
と
め
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
中
、
若
い
方
々
が
子
ど
も

を
産
み
や
す
く
、
育
て
や
す
い
環
境

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
は
行
政
の
責

務
で
あ
る
。

　

今
回
、
新
年
度
予
算
で
少
子
化
対

策
に
重
点
的
に
取
組
ん
で
い
く
中
、

一
つ
に
中
学
校
卒
業
ま
で
の
入
院
に

か
か
る
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
た
。
マ
ル
福
制
度
の
拡
大

に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
の
無
料

化
、
外
来
に
か
か
る
費
用
に
関
す
る

助
成
、
入
院
に
か
か
る
費
用
の
助
成

な
ど
、
幾
つ
か
の
方
法
が
あ
る
。
し

か
し
、
現
時
点
の
当
市
の
財
政
状
況

に
鑑
み
、
身
体
的
、
精
神
的
、
そ
し

て
経
済
的
に
も
負
担
が
大
き
い
入
院

に
か
か
る
経
費
の
助
成
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

一般質問／３月議会

問　

大
増
地
内
板
敷
山
峠
付
近
の
土

浦
・
笠
間
線
拡
幅
改
修
工
事
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に

よ
る
と
、
二
〇
一
一
年
に
は
北
関
東

自
動
車
道
が
全
線
開
通
し
、
笠
間
イ

ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
）
は
今
年
に
も
開
通

す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
笠
間
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で

あ
る
県
道
土
浦
・
笠
間
線
の
大
増
地

内
板
敷
山
峠
付
近
は
、
依
然
と
し
て

大
型
車
の
す
れ
違
い
も
困
難
な
状
況

で
あ
る
。

　

前
々
か
ら
要
望
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
拡
幅
整
備
が
い
っ
こ
う
に

行
わ
れ
な
い
こ
と
に
、
地
元
の
方
々

は
半
ば
あ
き
れ
な
が
ら
、「
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
」と
心
配
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
現
在
の
状
況
と
今
後
の
見

通
し
を
伺
う
。

都
市
建
設
部
長　

主
要
地
方
道
土

浦
・
笠
間
線
、
大
増
地
内
の
板
敷
峠

付
近
は
、
六
百
四
十
㍍
の
区
間
が
未

整
備
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
用
地

買
収
が
完
了
で
き
ず
、
未
買
収
地
が

若
干
あ
る
状
況
で
あ
る
。

　

当
該
県
道
を
所
管
し
て
い
る
県
土

浦
土
木
事
務
所
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
用
地
交
渉
が
ま
と
ま
り
次
第
、

工
事
に
入
る
と
の
回
答
を
得
て
い

る
。

　

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
十
九
年
度
中

に
は
笠
間
Ｉ
Ｃ
か
ら
常
陸
那
珂
港
Ｉ

Ｃ
ま
で
つ
な
が
り
、
二
十
一
年
度
に

は
茨
城
県
、
栃
木
県
区
間
の
工
事
が

完
成
予
定
と
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　

開
通
区
間
が
伸
び
る
に
し
た
が
っ

て
利
用
者
も
増
え
る
と
思
う
の
で
、

今
後
も
引
き
続
き
県
に
対
し
て
早
期

整
備
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

子どもの医療費については、完全無料化を実現してほしい
当市の財政状況から考えて、無料化は難しい

大増地内の土浦・笠間線 拡幅改良工事はいつ実現するのか
一部未買収の用地交渉がまとまれば、工事に入るとのこと

小
こ

松
ま つ

美
み

代
よ

子
こ

 議員

鈴
す ず

木
き

　光
み つ

雄
お

 議員
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合
併
し
な
い
ま
ち
で
有
名
な
矢

祭
町
で
は
、
水
郡
線
駅
前
の
武
道
館

を
一
億
二
千
万
円
で
改
築
し
て
「
も

っ
た
い
な
い
図
書
館
」
と
し
、
全
国

か
ら
寄
付
を
受
け
た
善
意
の
本
を

活
用
し
て
い
る
。
ま
た
土
浦
市
は
、

十
九
年
度
か
ら
駅
前
に
マ
ン
シ
ョ
ン

と
図
書
館
を
整
備
す
る
た
め
の
特
別

会
計
を
新
設
し
た
。
全
国
的
に
も
、

駅
と
連
携
し
た
図
書
館
は
主
流
と
な

り
つ
つ
あ
る
。
当
市
の
総
合
計
画
に

お
い
て
も
、
石
岡
駅
を
拠
点
と
し
た

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
う
た
っ
て

い
る
。
私
も
、
活
性
化
は
駅
を
中
心

に
進
め
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
財
政
状
況
が
不

透
明
な
中
、
貴
重
な
財
源
を
効
率
よ

く
使
う
た
め
に
も
駅
舎
と
図
書
館
を

合
築
し
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
核

と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長　

図
書
館
整
備
を
予
定
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
六
年
に
中
心
市
街
地
活

性
化
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
か
ら
、「
図

書
館
を
核
と
し
た
施
設
を
整
備
す
べ

き
」と
い
う
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。

合
併
協
議
会
に
お
い
て
も
、
そ
の
報

告
を
踏
ま
え
た
検
討
が
行
わ
れ
、
合

併
特
例
債
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
建
設
予
定
地
内
の
埋
蔵

文
化
財
の
発
掘
調
査
を
二
か
年
行

い
、
二
十
一
年
度
に
実
施
設
計
を
行

い
、
二
十
二
年
度
に
建
設
を
行
う
考

え
で
あ
る
。

市
長　

図
書
館
は
、
す
べ
て
の
市
民

に
対
し
て
、
求
め
る
資
料
、
情
報
を

提
供
す
る
場
所
。
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
施
設
で

あ
り
、
情
報
発
信
基
地
で
も
あ
る
。

幼
児
期
の
子
ど
も
達
が
早
い
時
期
に

本
と
出
会
え
る
よ
う
に
す
る
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
活
動
、
ま
た
は
高
齢
者
の

自
己
実
現
支
援
や
長
時
間
滞
在
に
対

応
す
る
閲
覧
室
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情

報
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。
活
字
情
報
を
そ
の
ま
ま
利
用

で
き
な
い
視
覚
障
害
者
、
来
館
困
難

な
肢
体
障
害
者
の
方
々
へ
の
サ
ー
ビ

ス
も
重
要
な
図
書
館
の
機
能
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
図
書

館
建
設
に
つ
い
て
は
合
併
協
議
会
で

あ
り
方
が
検
討
さ
れ
、
合
意
が
形
成

さ
れ
た
。
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問　

市
長
か
ら
基
本
構
想
、
そ
し
て

第
一
次
総
合
計
画
が
示
さ
れ
た
。
そ

こ
で
ま
ず
、
市
長
は
総
合
計
画
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
自
主
財

源
の
増
を
図
る
考
え
な
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
人
口
の
問
題
に
つ
い
て
、

平
成
十
七
年
の
当
市
人
口
は
、
十
二

年
と
比
べ
て
約
一
千
五
百
人
、一
・
八

㌫
減
少
し
て
い
る
。
年
代
層
の
構
成

を
見
る
と
、
現
状
は
十
四
歳
以
下
の

人
口
が
県
平
均
よ
り
〇
・
二
ポ
イ
ン

ト
低
い
十
四
㌫
、
逆
に
老
年
人
口

は
県
平
均
よ
り
三
ポ
イ
ン
ト
高
い

二
十
二
・
四
㌫
で
あ
る
。
こ
の
少
子
・

高
齢
化
の
傾
向
は
、
総
合
計
画
に
よ

る
と
平
成
三
十
七
年
に
は
年
少
人
口

が
十
㌫
強
ま
で
減
少
し
、
一
方
の
老

年
人
口
は
三
十
㌫
以
上
に
達
す
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
一
方
、
総
合
計
画
は
十

年
後
の
目
標
人
口
を
現
状
維
持
の

八
万
二
千
人
と
し
て
い
る
が
、
市
長

は
ど
の
よ
う
な
方
策
で
こ
れ
を
実
現

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

市
長　

自
主
財
源
の
増
、
そ
し
て
人

口
問
題
に
つ
い
て
、
基
本
的
姿
勢
は

「
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
朝
日
ト
ン
ネ
ル
や
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
新
設
な
ど
、
都

市
基
盤
の
充
実
に
よ
っ
て
、
定
住
人

口
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
、
観

光
や
産
業
な
ど
の
面
で
地
域
振
興
が

期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
人
を
増
や
す
た
め
の
施
策

と
し
て
少
子
化
対
策
は
非
常
に
重
要

と
認
識
し
て
お
り
、
児
童
福
祉
に
と

ど
ま
ら
ず
保
健
、
教
育
、
医
療
な
ど

多
角
的
な
視
点
で
の
施
策
展
開
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
十
九
年
度
は
、

市
独
自
の
取
組
み
を
プ
ラ
ス
し
、
こ

れ
ら
を
本
格
的
に
実
行
し
て
い
く
。

　

そ
の
ほ
か
、
防
犯
・
防
災
対
策
な

ど
も
含
め
て
ま
ち
の
魅
力
ア
ッ
プ
を

目
指
し
、
各
施
策
に
一
体
的
に
取
組

む
こ
と
で
、
住
み
た
い
ま
ち
、
住
ん

で
み
た
い
ま
ち
石
岡
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
。

中心市街地活性化の観点からも新・図書館は駅舎と合築すべき
イベント広場への建設は、合併協議会で合意が形成されている

市長は、１０年後も人口を維持するための方策をどのように考えているか
基本的な姿勢は、さまざまな施策で「まちの魅力を高める」こと

櫻
さ く ら い

井　信
の ぶ

幸
ゆ き

 議員

金
か な

井
い

　一
か ず

夫
お

 議員
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問　

現
在
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
登
録
者

数
は
三
千
六
百
十
七
人
と
聞
く
。
四

月
か
ら
は
八
郷
地
区
で
も
運
行
が
始

ま
る
わ
け
だ
が
、
市
は
今
後
の
登
録

者
数
の
目
標
値
を
ど
の
ぐ
ら
い
に
設

定
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
四
月
以

降
は
タ
ク
シ
ー
九
台
で
運
行
す
る
と

聞
く
が
、
こ
の
台
数
で
間
に
合
う
の

か
ど
う
か
伺
う
。
さ
ら
に
、
四
月
か

ら
市
外
へ
の
運
行
も
行
う
と
聞
く

が
、
そ
の
エ
リ
ア
は
ど
こ
な
の
か

お
示
し
願
い
た
い
。

　

次
に
、
廃
線
に
な
る
鹿
島
鉄
道
の

線
路
敷
き
は
、
三
年
間
は
関
東
鉄
道

が
管
理
す
る
と
聞
く
。
し
か
し
そ
う

し
た
場
所
が
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場

に
な
り
、
事
故
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
よ
う
だ
。
市
は
こ
れ
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

企
画
部
長　

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て
は
、一
日
あ
た
り
三
百
人
の
利
用
、

登
録
者
数
五
千
人
を
目
標
と
し
て
い

る
。
台
数
に
つ
い
て
は
石
岡
地
区
五

台
、
八
郷
地
区
四
台
で
考
え
て
い
る

が
、こ
れ
で
運
用
で
き
る
と
考
え
る
。

　

市
外
へ
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
四

月
か
ら
小
美
玉
市
の
玉
里
、
羽
鳥
地

区
、
か
す
み
が
う
ら
市
の
千
代
田
地

区
に
あ
る
医
療
機
関
、
金
融
機
関
、

商
業
施
設
な
ど
へ
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の

運
行
が
可
能
に
な
る
見
込
み
。
今
後

は
、
既
存
の
民
間
タ
ク
シ
ー
事
業
者

や
バ
ス
事
業
者
の
経
営
を
著
し
く
圧

迫
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
各
事
業

者
、
関
東
運
輸
局
、
警
察
、
運
行
主

体
で
あ
る
「
ま
ち
未
来
い
し
お
か
」

な
ど
で
構
成
す
る
地
域
公
共
交
通
会

議
で
十
分
調
整
を
進
め
て
い
き
た

い
。

市
長　

線
路
敷
き
跡
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
児
童
等

が
事
故
に
あ
う
危
険
性
も
あ
る
の

で
、沿
線
四
市
と
も
よ
く
協
議
を
し
、

管
理
す
る
会
社
へ
要
望
し
て
行
き
た

い
。

問　

新
年
度
予
算
に
は
、
行
政
評
価

シ
ス
テ
ム
導
入
の
た
め
の
経
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。

　

当
市
は
、
こ
の
行
政
評
価
を
事
務

事
業
評
価
か
ら
行
っ
て
い
く
こ
と
と

思
う
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
事
後
評

価
で
あ
る
。
私
は
、
施
策
評
価
、
政

策
評
価
に
お
け
る
事
前
評
価
を
行

い
、
そ
の
上
で
予
算
を
各
担
当
に
枠

配
分
（
※
）
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

今
回
、
市
が
行
う
行
政
評
価
の
目

的
、
そ
の
活
用
方
法
と
、
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
、
財
政
健
全
化
計
画
な
ど

と
ど
の
よ
う
に
連
携
さ
せ
て
い
く
考

え
な
の
か
伺
う
。

市
長　

目
的
と
し
て
は
、
一
つ
に
地

方
分
権
の
進
展
を
は
じ
め
、
社
会
、

経
済
状
況
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し

た
自
主
的
、
自
律
的
な
行
政
運
営
の

推
進
を
図
る
た
め
、
組
織
、
要
員
、

事
務
事
業
の
ス
リ
ム
化
に
向
け
た
見

直
し
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
限
り
あ

る
財
源
か
ら
最
も
有
益
な
成
果
を
生

み
出
す
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
事
務

事
業
の
選
択
と
重
点
化
を
一
層
推
進

し
、
行
政
の
説
明
責
任
を
果
た
す
た

め
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
総
合
計
画

の
基
本
理
念
や
将
来
像
を
達
成
す
る

た
め
、
政
策
、
施
策
、
事
務
事
業
の

成
果
な
ど
を
客
観
的
基
準
に
よ
っ
て

分
析
し
、課
題
等
の
要
因
を
検
証
し
、

そ
の
内
容
や
執
行
方
法
、
行
政
資
源

の
配
分
な
ど
を
継
続
的
に
改
善
す
る

こ
と
を
含
め
て
導
入
す
る
も
の
。

　

そ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
成

果
重
視
型
で
質
の
高
い
行
政
運
営
を

実
現
し
て
総
合
計
画
の
実
効
性
を
高

め
る
た
め
の
手
段
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
、
ま
た
、
事
業
の
継
続
的
な
評

価
と
改
善
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
予

算
編
成
や
人
事
に
適
切
に
反
映
さ

せ
、
効
率
的
な
行
財
政
改
革
を
行
う

た
め
に
活
用
し
た
い
。そ
し
て
ま
た
、

市
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
評
価

内
容
を
示
す
こ
と
で
、
行
政
運
営
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
も
考
え
る
。

　

各
種
計
画
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
成
果
指
標
の
設
定
な
ど
、
十
分

な
整
合
性
を
も
っ
て
進
め
て
い
き
た

い
。

（
※
＝
そ
の
年
度
に
見
込
ま
れ
る
一

般
財
源
の
予
算
枠
を
あ
ら
か
じ
め
各

部
局
へ
配
分
し
、
そ
の
一
般
財
源
の

予
算
枠
の
範
囲
内
で
各
部
局
が
歳
入

歳
出
の
予
算
編
成
を
す
る
手
法
）

一般質問／３月議会

乗合タクシー、4月から市外へも運行可能と聞くが、その内容は
隣接の羽鳥・玉里地区や千代田地区などは、ピンポイントで可能に

行政評価システム導入の目的はなにか
限りある行政資源から最も有益な成果を生み出すためなど

菱
ひ し

沼
ぬ ま

　和
か ず

幸
ゆ き

 議員

德
と く

増
ま す

　千
ち

尋
ひ ろ

 議員
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問　

現
在
の
日
本
に
お
け
る
少
子
高

齢
化
と
厳
し
い
財
政
状
況
を
考
え
る

と
き
、
私
は
さ
ら
な
る
市
町
村
合
併

を
行
い
、
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
政

を
行
う
べ
き
と
思
う
。

　

石
岡
市
の
将
来
を
考
え
る
と
き
、

私
は
当
市
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
を

生
か
し
た
中
核
都
市
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
、
か
つ
て
市
長
に
も
新
た
な

合
併
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
市
長

は
「
現
段
階
で
は
新
市
の
一
体
性
確

立
が
最
優
先
課
題
だ
」
と
の
こ
と
だ

っ
た
。

　

し
か
し
、
将
来
の
石
岡
市
が
ド
ー

ナ
ツ
の
真
ん
中
の
よ
う
に
な
っ
て
は

困
る
。
三
十
万
都
市
、
そ
し
て
将
来

的
に
は
県
南
の
七
十
万
都
市
づ
く
り

へ
向
け
、
当
市
が
最
初
に
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
と

思
う
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

十
九
年
度
は
、
新
し
い
総
合

計
画
に
基
づ
い
て
本
格
的
な
ま
ち
づ

く
り
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
当
市
が
目
指
し
て
い
く

の
は
、
長
期
的
、
広
域
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
の
も
と
に
力
強
く
発
展
す
る
地
域

の
中
心
都
市
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

未
来
像
に
基
づ
き
、
新
石
岡
市
の
一

体
性
の
確
立
と
、
地
域
内
の
均
衡
あ

る
発
展
に
向
け
て
市
政
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

将
来
の
さ
ら
な
る
合
併
に
つ
い
て

は
、
時
代
の
潮
流
や
社
会
の
情
勢
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
見
極
め
た

上
で
、
大
局
的
な
見
地
か
ら
熟
慮
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　

庁
舎
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
市
経
済
部
を
八
郷
総
合
支
所
へ

移
す
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

　

旧
八
郷
町
の
農
家
戸
数
、総
生
産
、

耕
地
面
積
、
販
売
額
は
、
い
ず
れ
も

旧
石
岡
市
の
二
倍
に
達
し
、
山
林
は

お
よ
そ
十
倍
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
八
郷
地
区
は
当
市
に
お
け

る
農
林
業
の
基
地
で
あ
る
。
ま
た
、

朝
日
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
れ
ば
、
観

光
農
業
の
な
お
一
層
の
発
展
も
期
待

さ
れ
る
。

　

現
在
の
市
役
所
本
庁
舎
は
、
多
く

の
部
署
が
置
か
れ
て
い
る
た
め
に
執

務
環
境
が
悪
く
、
職
員
は
ス
ト
レ
ス

が
溜
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
一
方
、
八
郷
総
合
支
所
は
来

庁
者
も
少
な
く
、
執
務
ス
ペ
ー
ス
に

は
か
な
り
の
余
裕
が
あ
る
。

　

市
長
に
は
是
非
、
市
経
済
部
を
八

郷
総
合
支
所
へ
移
す
な
ど
、
庁
舎
の

活
用
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長　

本
庁
及
び
支
所
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
合
併
協
定
書
に
お
い
て

本
庁
は
新
市
全
体
に
か
か
る
政
策
、

施
策
、
総
合
的
な
調
整
事
務
、
そ
し

て
所
管
事
務
及
び
総
合
支
所
の
所
管

す
る
区
域
以
外
の
地
域
に
関
す
る
事

務
を
所
掌
す
る
、
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
教
育
委
員
会
、
農

業
委
員
会
な
ど
を
除
く
行
政
機
関
は

本
庁
に
置
い
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
総
合
支
所
に
関
し
て

も
、
有
効
な
利
活
用
を
検
討
す
る
よ

う
指
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ご
提
案
の
経
済
部
に
つ
い
て
は
、

農
業
関
係
以
外
に
も
商
工
業
や
観
光

を
所
管
し
、
そ
れ
ら
の
包
括
的
な
政

策
、
施
策
及
び
調
整
事
務
を
担
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
経

済
部
は
今
後
も
本
庁
舎
へ
配
置
し
、

円
滑
な
行
政
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

　

本
庁
舎
が
狭
い
と
い
う
点
は
、
よ

り
効
率
的
な
活
用
も
含
め
て
検
討
し

て
い
る
の
で
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

さらなる合併を行い、将来は70万都市を目指すべきだ
時代の潮流や社会情勢等を見極め、大局的見地から熟慮が必要

市 経済部を八郷総合支所へ移転するべきだ
包括的な政策、施策等を担っており、引き続き本庁舎に配置する

山
や ま

口
ぐ ち

　　晟
あきら

 議員

飯
い い

村
む ら

　嘉
よ し

男
お

 議員

▲県の「元気いばらき戦略プラン」に示された地域づくりの方向性

▲八郷総合支所

鹿行ゾーン

県南ゾーン

県西ゾーン

県央ゾーン

県北臨海ゾーン
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問　

市
長
に
再
三
お
願
い
し
て
い
た

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
去
る
二
月
十
八

日
に
実
現
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
、

そ
し
て
寒
い
一
日
だ
っ
た
が
、
県
外

か
ら
も
多
く
の
参
加
者
を
得
た
。
関

係
各
位
の
ご
努
力
に
厚
く
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
。

　

そ
の
総
括
的
な
意
味
で
、
当
日
の

参
加
者
数
と
成
果
、
そ
し
て
反
省
点

な
ど
が
あ
っ
た
ら
伺
い
た
い
。ま
た
、

今
回
は
「
合
併
記
念
」
と
銘
打
た
れ

て
い
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
大
会
は
今

後
も
継
続
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　

さ
ら
に
、
一
つ
要
望
を
し
た
い
の

だ
が
、
旧
八
郷
町
で
は
か
つ
て
の
一

町
七
村
を
く
ま
な
く
走
る
「
や
ま
ね

駅
伝
大
会
」
を
行
っ
て
い
た
。
長
年

に
わ
た
る
盛
大
な
大
会
だ
っ
た
の

で
、そ
の
復
活
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

教
育
次
長　

大
会
へ
は
、
一
千
七
百

六
十
一
人
の
参
加
申
し
込
み
が
あ
っ

た
。
ご
指
摘
の
よ
う
に
県
外
か
ら
も

北
は
青
森
県
か
ら
南
は
京
都
府
ま

で
、百
六
十
五
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

冷
た
い
雨
の
中
で
の
開
催
と
な
っ

た
が
、
出
走
者
全
員
が
完
走
し
、
大

き
な
事
故
も
な
く
終
了
で
き
た
こ
と

は
成
果
と
考
え
る
。
事
後
、
参
加
者

か
ら
大
会
関
係
者
へ
多
く
の
お
礼
の

手
紙
が
届
き
、
ま
た
悪
天
候
の
中
で

の
大
会
だ
っ
た
た
め
、
参
加
者
か
ら

は
着
替
え
が
暖
房
の
効
い
た
体
育
館

内
で
出
来
た
こ
と
に
も
多
く
の
喜
び

の
声
が
届
い
た
。
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ

ス
の
甘
酒
も
好
評
だ
っ
た
。

　

反
省
点
と
し
て
は
、
東
京
マ
ラ
ソ

ン
と
い
う
大
き
な
大
会
と
日
程
が
重

な
っ
た
こ
と
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
な
ど

の
大
会
用
備
品
を
他
市
か
ら
借
り
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
等
が
挙

げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
今
後
へ
向
け
て

は
、
コ
ー
ス
設
定
、
開
催
時
期
、
大

会
の
名
称
、
参
加
費
の
設
定
、
著
名

選
手
の
招
待
等
に
つ
い
て
課
題
が
残

っ
た
と
考
え
て
い
る
。

市
長　

反
省
、
課
題
は
あ
る
が
、
市

民
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
か
ら
の
強
い
要

望
も
あ
り
、
今
後
も
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

問　

財
政
再
建
団
体
に
な
っ
た
夕
張

市
の
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
当

市
も
健
全
な
財
政
運
営
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う

な
中
、
昨
年
十
二
月
の
市
報
に
当
市

の
借
金
額
は
五
百
五
十
三
億
円
と
の

発
表
が
載
っ
た
。
こ
の
額
を
見
て
驚

く
市
民
も
い
る
一
方
、
公
表
し
た
こ

と
を
評
価
す
る
市
民
も
い
た
よ
う

だ
。
専
門
用
語
で
は
「
起
債
」
と
呼

ば
れ
る
こ
の
借
金
の
意
義
と
内
訳
を

お
伺
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
当
市
の
返
済
能
力
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
は
、
例
え
ば
第
二
工

業
団
地
の
建
設
を
行
う
な
ど
の
政
策

を
考
え
て
も
よ
い
と
思
う
が
、
市
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

企
画
部
長　

ご
指
摘
の
よ
う
に
起
債

は
市
の
借
入
金
だ
が
、
資
金
調
達
の

一
手
段
で
あ
る
と
と
も
に
、
次
の
よ

う
な
積
極
的
機
能
が
あ
る
。
一
つ
は

財
政
負
担
の
平
準
化
で
、
多
額
の
経

費
を
要
す
る
事
業
に
取
組
む
場
合
、

単
年
度
で
一
度
に
支
出
す
る
の
で
は

な
く
、
後
年
度
に
平
準
化
し
て
支
出

す
る
と
い
う
機
能
。
二
つ
に
世
代
間

の
公
平
化
で
、
学
校
、
道
路
、
公
園

等
の
よ
う
に
長
期
的
に
効
果
が
生
ず

る
整
備
に
際
し
て
、
現
在
の
市
民
が

す
べ
て
の
費
用
を
負
担
す
る
の
で
な

く
、
次
世
代
の
方
々
に
も
費
用
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
機
能
で
あ
る
。

　

し
か
し
勿
論
、
こ
の
起
債
に
つ
い

て
は
適
正
な
管
理
が
必
要
で
、
石
岡

市
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
か
ら
も
起
債

の
抑
制
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

起
債
残
高
の
内
訳
の
主
な
も
の
は
、

下
水
道
事
業
を
行
う
た
め
の
起
債
が

約
二
百
五
億
三
千
三
百
万
円
、
財
政

対
策
債
が
約
八
十
三
億
三
千
三
百
万

円
、
市
道
整
備
な
ど
へ
の
起
債
が
約

八
十
億
八
千
五
百
万
円
、
小
中
学
校

の
施
設
整
備
な
ど
へ
の
起
債
が
約

四
十
八
億
五
百
万
円
、
上
水
道
事
業

の
た
め
の
起
債
が
三
十
四
億
一
千
万

円
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
起
債
が

二
十
七
億
一
千
万
円
、
市
営
住
宅
建

設
の
た
め
の
起
債
が
十
五
億
円
と
な

っ
て
い
る
。

市
長　

財
源
確
保
に
は
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
必
要
。
人
口
増
や
雇
用

の
場
の
確
保
も
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
現
在
、
新
工
業
団
地
建
設
の
計

画
は
な
い
が
、総
合
計
画
に
基
づ
き
、

企
業
誘
致
等
に
努
め
て
い
き
た
い
。

一般質問／３月議会

合併記念マラソン大会は、今後も継続するのか
市民やスポーツ団体等からの要望もあり、継続したい

553億円にのぼる当市の借金。その目的と意義は何なのか
財政負担の平準化・世代間の公平化の機能あるが、適正な管理必要

菱
ひ し

沼
ぬ ま

　一
い ち

夫
お

 議員

藁
わ ら

科
し な

　　登
のぼる

 議員
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平
成
十
八
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
が
、
市

全
体
の
高
齢
者
を
支
援
す
る
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
同
セ
ン
タ
ー
設
置
の

圏
域
設
定
は
、
概
ね
人
口
二
～
三
万

人
に
一
か
所
が
目
安
と
な
っ
て
い

る
。
事
実
、
八
郷
地
区
か
ら
セ
ン
タ

ー
を
訪
れ
た
相
談
者
は
わ
ず
か
五
人

で
、
石
岡
地
区
の
五
分
の
一
に
す
ぎ

な
い
。
八
郷
地
区
に
も
支
援
セ
ン
タ

ー
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
市
は
十
九
年
度
か
ら
要
介

護
度
１
の
方
を
紙
お
む
つ
支
給
事
業

の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
方
々
は
標
準
で
年
間
四
万
二
千

円
、
最
低
で
も
二
万
一
千
円
の
保
険

料
を
払
っ
て
い
る
の
に
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
ほ
と
ん
ど
受
け
な
い
方
が
大

多
数
で
あ
る
。
紙
お
む
つ
助
成
は

一
万
四
千
円
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
こ

れ
す
ら
も
切
る
と
い
う
の
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
。
市
長
は
こ
の
こ
と

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

保
健
福
祉
部
長　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年

度
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

の
検
討
を
踏
ま
え
て
市
内
二
か
所
に

設
置
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

る
。
こ
れ
に
し
た
が
い
、
十
九
年
度

中
に
市
の
方
向
性
を
示
し
、
同
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
に
検
討
を
願
う
考

え
で
あ
る
。

市
長　

要
介
護
度
１
の
方
は
、
基
本

的
に
歩
行
が
で
き
、
ト
イ
レ
、
入
浴

等
は
介
助
な
し
で
出
来
る
状
態
で
あ

る
。
ま
た
、
つ
え
や
シ
ル
バ
ー
カ
ー

を
ご
使
用
に
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も

外
出
は
で
き
る
方
で
あ
る
。

　

今
回
の
提
案
は
、
介
護
保
険
財
政

の
維
持
と
、
紙
お
む
つ
支
給
制
度
の

継
続
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
も
大
切

な
問
題
で
あ
る
。
事
業
実
施
に
理
解

を
賜
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　請願・陳情は、市役所本庁舎の開庁中いつ
でも受け付けています。
　ただし、受付後の直近の定例会で審査でき
るのは、原則として定例会開会日の約２週間
前に開かれる議会運営委員会開会までに提出
された分となります。
　ただし、今回は改選後間もない日程のため、
第２回定例会開会日（6月13日㈬）の午前10時
までにご提出いただいた分を、第２回定例会
の審査対象とします。
　したがって、現在請願・陳情の提出をお考
えの方で、第２回定例会（６月13日～６月
27日予定）での審査をご希望の方は、６月
13日㈬午前10時までに議会事務局（市役所
本庁舎３階）へご提出ください。

書式について
　書式等に、特に決まりはありません。請願・
陳情の要旨（市や市議会に対して、どのよう
な理由でどのようなことを求めるか）を簡潔
にお書きください（道路や側溝などの整備を
求める場合は、略地図を添付していただけれ
ば幸いです）。
　なお、提出者の方はお名前（署名もしくは
記名・押印）、そしてご住所を明記されるよう
お願いします。

八郷地区にも地域包括支援センターを設置すべきだ
20年度までに2か所設置を目標しており、19年度に検討する

第２回定例会で請願･陳情の審査をご希望の方は
６月13日㈬ 午前10時までにご提出ください。

岡
お か

野
の

　孝
た か

男
お

 議員

▲現在、当市唯一の地域包括支援センターが
　ある保健センター
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決議等／３月議会

　

大お
お

竹た
け

善よ
し

倫み
ち 

氏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
主
事

を
経
て
、
平
成
六
年
か
ら
柿
岡
中

教
頭
、
平
成
十
二
年
か
ら
関
川
小

校
長
、
平
成
十
五
年
か
ら
杉
並
小

校
長
を
務
め
ら
れ
、
平
成
十
七
年

に
退
職
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
府
中

地
区
公
民
館
社
会
教
育
指
導
員
を

務
め
て
お
ら
れ
る
。

　

旭
台
三
丁
目
在
住
。

　

萩は
ぎ

原わ
ら

壽と
し

盈み
つ 

氏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

高
校
卒
業
後
、
農
業
に
従
事
。

そ
の
か
た
わ
ら
八
郷
町
公
民
館
運

営
審
議
会
委
員
な
ど
を
務
め
ら

れ
、
現
在
は
地
元
の
区
長
も
務
め

て
お
ら
れ
る
。

　

弓
弦
在
住

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村
長
が
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
（
議
決

を
経
て
）
候
補
者
を
推
薦
し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
議
会
は
、
市
長
が
大
竹
善
倫
氏
と
萩
原
壽
盈
氏
を
人
権

擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
推
薦
し
よ
う
と
す
る
議
案
を
、
全
会
一

致
で
「
適
任
」
と
決
し
ま
し
た
。

　石岡市におけるまちづくりの指針として
「第１次石岡市総合計画」が策定され、一方に
は財源不足の解消と将来にわたる健全な財政
運営の指針としての「石岡市財政健全化プラ
ン」がある。
　また、市民本位の行政を目指す行財政シス
テム改革のための「石岡市行財政改革大綱」が
あり、これらを総合的かつ計画的に推し進め
る「行政経営システム」の確立が必要である。
　今後、石岡市の総合計画に基づくまちづく
りの実施に当たり、「総花的」なものから「選
択と集中」といった「戦略的行政経営」への変
革と、職員全体が「目指すべき目標」を明確に
するとともに「最少の経費で最大の効果」とい
ったコストと成果のバランス意識を持つこと
により、市民本位の行政経営が可能となる。
　今回策定された目標管理型の総合計画を着
実に実行するためには、総合計画と行政のビ
ジョンを実現するために戦略を策定し、それ

を実施計画へ展開させ、その成果を確認する
仕組みづくりも必要である。
　そのためには、限られた資源をまちづくり
に有効活用するため、行政評価を核とした「行
政経営システム」を早期に確立し、併せて複
式簿記・発生主義による「新しい財務会計シス
テム」の導入を図ることにより、政策形成過
程における透明性や説明責任の向上、効率的
な資源配分による質の高い施策の実現が可能
となり、もって市民と行政がまちづくりビジ
ョンを共有し、当事者意識を持ち、地域の課
題に取り組む「協働のまちづくり」が達成され
るものである。
　それらの実行によって、市民満足度を高め、
市民一人ひとりが「本当に住んでよかった」と
感じられるまちづくりを行っていかれること
を強く要望する。

◉
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

大
竹
氏・
萩
原
氏
を「
適
任
」と
判
断

「石岡市行政経営システム」の確立を求める決議

議会は、第１回定例会で次のような決議を可決しました。
「決議」に法律的な根拠はありませんが、
議会の意思を明らかにするという意味で、
とても重要な議決です。



私たちの　　　　　　　　　　　　

18

問　
「
部
等
設
置
条
例
」の
改
正
に

関
連
し
、
市
役
所
に
お
け
る「
課
」

の
数
も
減
ら
す
と
聞
く
。
組
織
は

市
長
の
政
策
を
実
現
す
る
た
め
の

も
の
。
今
回
の
組
織
再
編
の
コ
ン

セ
プ
ト
と
、
期
待
す
る
効
果
を
伺

う
。

市
長　

今
回
の
組
織
見
直
し
を
一

言
で
言
え
ば
、「
新
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
資
す
る
組
織
」。

　

効
果
と
し
て
は
、
一
つ
に
窓
口

の
拡
充
に
よ
る
市
民
の
利
便
性
と

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
二
つ
に
組
織

の
ス
リ
ム
化
に
よ
る
事
務
事
業
の

推
進
力
集
中
、
三
つ
に
事
務
の
効

率
化
、
四
つ
に
本
庁
と
支
所
の
関

係
を
整
理
・
再
編
す
る
こ
と
で
地

域
的
・
組
織
的
な
一
体
感
・
連
携
が

強
化
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
期
待
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
組
織
再
編
は
、

団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
を
目
前

に
控
え
、
職
員
の
純
減
を
見
据
え

た
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

組
織
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
随
時

見
直
し
を
し
て
行
き
た
い
。

問　

か
ね
て
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
国
府
地
区
公
民
館
は
他
の
公

民
館
と
比
較
し
て
設
備
面
で
の
不

足
が
あ
る
。
し
か
し
、
新
年
度
予

算
に
は
設
備
を
整
え
る
た
め
の
経

費
が
な
い
。
こ
の
理
由
は
何
か
。

教
育
次
長　

新
年
度
は
、
国
府
地

区
公
民
館
の
和
室
の
畳
、
ふ
す
ま

の
交
換
等
と
、
ト
イ
レ
撤
去
に
よ

る
会
議
室
整
備
を
実
施
し
た
い
。

　

大
規
模
な
施
設
整
備
を
行
う
た

め
に
は
、
建
物
自
体
の
補
強
を
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
場

合
に
よ
っ
て
は
財
政
的
な
問
題
も

生
じ
る
の
で
、
関
係
部
署
と
の
調

整
も
必
要
と
考
え
る
。
加
え
て
、

市
内
の
各
地
区
公
民
館
は
い
ず
れ

も
老
朽
化
し
て
い
る
。
こ
れ
に
順

次
対
応
す
べ
く
、
数
年
に
わ
た
る

改
修
等
の
計
画
を
作
成
し
た
い
。

　

利
用
者
へ
は
、
現
状
を
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
広
報
を
行

い
、
ま
た
各
地
区
公
民
館
の
特
色

を
出
し
て
運
営
を
行
う
こ
と
で
、

利
用
者
の
不
便
等
を
最
小
限
に
減

ら
す
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問　

十
八
年
度
に
市
営
駐
車
場
の

料
金
値
下
げ
を
行
っ
た
こ
と
で
、

利
用
者
は
増
え
た
も
の
の
収
入
が

半
減
し
た
と
聞
く
。
市
民
の
利
便

性
が
向
上
し
た
点
は
評
価
で
き
る

が
、
駅
周
辺
の
整
備
構
想
が
進
む

中
、
駐
車
場
収
入
を
充
て
て
い
た

駅
周
辺
整
備
基
金
の
今
後
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

企
画
部
長　

今
回
の
駐
車
場
減
収

に
伴
い
、
十
八
年
度
分
は
基
金
へ

の
積
立
金
を
減
額
補
正
す
る
。

　

石
岡
駅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

十
九
年
度
に
検
討
・
調
査
を
行
っ

て
い
く
予
定
。
そ
の
後
Ｊ
Ｒ
と
の

協
議
に
入
り
、
基
本
設
計
を
進
め

て
い
く
わ
け
だ
が
、
整
備
実
施
ま

で
に
あ
と
八
億
円
の
積
み
増
し
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

十
九
年
度
は
、
基
金
へ
の
積
み

立
て
と
し
て
五
千
四
百
万
円
を
計

上
し
て
い
る
が
、
う
ち
五
千
万
円

は
一
般
財
源
か
ら
の
持
ち
出
し
で

あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
当
然
足
り

な
い
わ
け
だ
が
、
税
収
の
動
向
等

を
見
極
め
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

問　

新
年
度
予
算
の
不
妊
治
療
費

補
助
金
百
五
十
万
円
に
つ
い
て
だ

が
、
重
点
課
題
で
あ
る
少
子
化
に

対
し
て
は
、
先
進
事
例
を
よ
く
調

べ
、
も
っ
と
助
成
額
を
増
や
す
べ

き
だ
っ
た
と
思
う
が
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

体
外
受
精
及
び

顕
微
受
精
に
よ
る
特
定
不
妊
治
療

は
、
治
療
費
が
高
額
に
も
関
わ
ら

ず
医
療
保
健
が
適
用
さ
れ
な
い
た

め
、
県
で
は
一
年
度
十
万
円
を
限

度
に
、
年
限
五
年
で
助
成
を
し
て

い
る
。
当
市
は
、
こ
の
県
補
助
の

交
付
決
定
を
受
け
た
夫
婦
を
対
象

に
、
さ
ら
に
一
年
度
の
上
限
五
万

円
、
年
限
五
年
の
助
成
を
行
う
。

　

現
在（
十
九
年
三
月
）、
県
内
で

こ
の
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
る

の
は
か
す
み
が
う
ら
市
と
阿
見
町

だ
が
、
と
も
に
一
回
の
上
限
は

五
万
円
、
年
限
は
二
年
で
あ
る
。

市
長　

県
内
で
事
例
が
少
な
い
中

で
の
実
施
で
あ
る
。
今
後
は
利
用

状
況
を
見
極
め
つ
つ
、
助
成
額
に

つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

新
年
度
か
ら
、
要
介
護
度
１

の
方
へ
の
紙
お
む
つ
支
給
が
廃
止

に
な
る
と
聞
く
。
財
政
上
の
問
題

は
理
解
で
き
る
が
、
高
齢
者
が
健

康
な
う
ち
に
ケ
ア
す
る
こ
と
で
、

将
来
的
な
医
療
費
負
担
を
軽
減
で

き
る
と
の
考
え
も
あ
る
。

市
長　

介
護
予
防
に
お
け
る
処
遇

論
と
し
て
、
紙
お
む
つ
は
最
後
の

手
段
と
の
考
え
も
あ
る
。
六
十
五

歳
以
上
の
五
～
六
人
に
一
人
は
尿

失
禁
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
が
、

こ
れ
に
は
筋
力
の
低
下
や
脱
衣
に

時
間
を
要
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
が
あ
る
。
数
回
の
失
禁
で

お
む
つ
を
あ
て
る
こ
と
は
、
逆
に

尿
意
が
な
く
な
る
こ
と
に
つ
な
が

り
、
本
物
の
失
禁
状
態
に
な
っ
て

し
ま
う
場
合
も
あ
る
。

　

ま
た
、
お
む
つ
を
あ
て
ら
れ
る

人
の
心
の
問
題
も
大
切
で
、
自
立

心
、
自
尊
心
を
失
わ
せ
る
場
合
も

あ
る
。
こ
の
処
遇
論
が
お
尋
ね
の

件
と
直
接
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な

い
が
、
そ
の
よ
う
な
問
題
も
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

第
一
回
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
各
議
案
に
対
し
、
議
会
は
二
日
間
に
わ
た
っ
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

議
員德

とく

増
ます

千
ち

尋
ひろ

議
員前

まえ

島
しま

孝
たか

元
もと

議
員金

かな

井
い

一
かず

夫
お

議
員飯

いい

村
むら

嘉
よし

男
お

議
員櫻

さくら い

井 信
のぶ

幸
ゆき
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問　

新
年
度
予
算
に
お
け
る
補
助

金
、
交
付
金
、
負
担
金
の
総
額
は

い
く
ら
か
。
ま
た
、
補
助
金
は
当

該
団
体
が
自
立
す
る
ま
で
の
支
援

的
意
味
合
い
の
支
出
だ
と
思
う

が
、
相
手
先
の
団
体
に
と
っ
て
既

得
権
化
し
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス

は
な
い
か
。

企
画
部
長　

補
助
金
、
交
付
金
、

負
担
金
の
総
額
は
百
五
十
五
億
八

千
五
百
万
円
で
、
五
百
六
十
二
件

と
な
っ
て
い
る
。

　

補
助
金
は
、
ご
指
摘
の
よ
う
に

一
定
期
間
交
付
し
て
役
割
を
終
え

る
も
の
と
考
え
る
。
惰
性
で
の
支

出
、
ま
た
は
支
出
先
に
と
っ
て
既

得
権
化
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

交
付
目
的
や
条
件
を
定
め
、
す
べ

て
の
補
助
金
に
交
付
期
間
も
設
け

る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

市
長　

市
民
に
開
か
れ
た
透
明

性
の
あ
る
補
助
金
と
す
る
た
め
、

十
九
年
度
は
交
付
基
準
等
を
定

め
、
学
識
経
験
者
等
で
組
織
す
る

審
査
検
討
委
員
会
も
設
置
す
る
。

問　

基
本
構
想
は
、
地
方
自
治
法

で
議
会
の
議
決
が
必
要
と
さ
れ
る

案
件
だ
が
、
中
身
を
見
る
と
か
な

り
大
雑
把
な
内
容
で
あ
る
。
決
定

に
至
る
経
過
と
、
議
論
が
集
中
し

た
点
は
何
か
。
ま
た
、
今
後
の
事

業
推
進
に
関
す
る
考
え
を
伺
う
。

企
画
部
長　

市
は
、
基
本
構
想
策

定
へ
向
け
平
成
十
八
年
二
月
に
総

合
計
画
審
議
会
を
設
置
し
た
。
審

議
会
は
、
三
月
に
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
、
五
～
六
月
に
は
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
構
想
案

が
ま
と
ま
っ
た
後
、
審
議
会
は
さ

ら
に
意
見
公
募
を
実
施
し
、
今
年

一
月
に
市
長
へ
答
申
を
提
出
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

最
も
議
論
が
集
中
し
た
の
は
、

将
来
人
口
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す

る
か
と
い
う
点
。

　

今
後
は
、
基
本
構
想
の
理
念
を

実
現
す
る
た
め
、
基
本
計
画
や
実

施
計
画
は
も
ち
ろ
ん
、
十
九
年
度

に
導
入
す
る
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

を
連
携
さ
せ
、
事
務
事
業
の
推
進

に
当
た
っ
て
い
き
た
い
。

問　

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
数

が
増
え
、
農
作
物
へ
の
被
害
も
増

大
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
原
地
区

周
辺
で
は
カ
ラ
ス
に
よ
る
果
樹
、

水
稲
、
野
菜
等
へ
の
被
害
が
増
え

て
い
る
。
こ
れ
ら
へ
の
対
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

経
済
部
長　

県
全
体
に
お
け
る
平

成
十
五
年
度
の
農
作
物
被
害
状
況

は
、
面
積
で
五
十
五
㌶
、
被
害
額

で
は
五
千
五
百
七
十
六
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
当
市
と
し
て
は
、
被

害
の
軽
減
を
図
る
た
め
猟
友
会
の

協
力
を
得
て
捕
獲
事
業
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
十
八
年

度
の
捕
獲
実
績
は
、
イ
ノ
シ
シ

五
十
五
頭
、
カ
ラ
ス
二
百
五
十
三

羽
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
年
度
は
、
事
業
費
と
し
て
百

三
十
三
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

当
市
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
は
こ
れ
ま

で
八
郷
地
区
で
の
み
行
っ
て
き
た

が
、
石
岡
地
区
で
も
被
害
が
発
生

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
も

猟
友
会
や
関
係
機
関
と
連
携
し
つ

つ
事
業
に
臨
ん
で
い
き
た
い
。

問　

山
王
川
の
石
岡
二
高
下
付
近

に
設
置
す
る
調
整
池
整
備
工
事
に

つ
い
て
、
予
算
が
二
千
万
円
減
額

補
正
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
整
備
は
、
か
つ
て
の
計
画

で
は
湾
処（
わ
ん
ど
）を
つ
く
る
な

ど
水
質
浄
化
に
役
立
つ
も
の
だ
っ

た
は
ず
。
現
在
、
市
は
ど
の
よ
う

な
整
備
を
考
え
て
い
る
の
か
。

都
市
建
設
部
長　

ご
指
摘
の
よ
う

に
、
か
つ
て
は
自
然
の
浄
化
能
力

を
生
か
す
形
で
の
整
備
を
目
指
し

て「
山
王
川
水
緑（
み
ず
み
ど
り
）

基
本
計
画
」を
策
定
し
た
。
し
か

し
、
途
中
で
国
の
補
助
制
度
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
現
在

は
公
共
下
水
道
雨
水
基
本
計
画
に

基
づ
い
て
整
備
を
し
て
い
る
。

　

お
尋
ね
の
調
整
池
整
備
に
つ
い

て
、
今
回
は
あ
く
ま
で
も
暫
定
的

な
整
備
だ
け
を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
、
国
庫
補
助
等
が
受
け
ら
れ

る
メ
ニ
ュ
ー
を
探
し
、
出
来
る
だ

け
自
然
公
園
的
な
整
備
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

問　

新
年
度
予
算
で
、
石
岡
給
食

セ
ン
タ
ー
の
配
送
委
託
料
が
昨

年
ま
で
の
二
千
二
百
万
円
か
ら

一
千
四
百
七
十
五
万
円
へ
と
減
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
契
約
方
法
を

随
意
契
約
か
ら
競
争
入
札
へ
改
め

た
結
果
と
聞
く
が
、
こ
の
減
額
分

で
現
在
三
台
で
配
送
し
て
い
る
体

制
を
四
台
に
増
や
し
、
調
理
か
ら

給
食
ま
で
の
時
間
を
短
縮
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

教
育
次
長　

配
送
車
の
増
に
つ
い

て
は
、
今
後
研
究
し
た
い
。

市
長　

料
理
は
、
出
来
て
か
ら
三

十
分
で
食
べ
る
の
が
最
も
よ
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。そ
の
よ
う
な
中
、

現
在
は
石
岡
給
食
セ
ン
タ
ー
の
一

台
だ
け
、
一
回
多
く
配
達
に
出
る

ぶ
ん
配
送
が
遅
れ
て
し
ま
う
実
態

が
あ
る
よ
う
だ
。

　

私
と
し
て
も
ま
だ
詳
細
は
聞
い

て
い
な
い
が
、
食
の
問
題
は
大
変

重
要
な
の
で
、
今
後
適
正
な
あ
り

方
を
検
討
し
、
実
施
し
て
い
き
た

い
。

議
員鈴

すず

木
き

光
みつ

雄
お

議
員小

こ

松
まつ

美
み よ こ

代子

議
員金

かね

子
こ

悦
よし

郎
お

議
員亀

かめ

井
い

比
ひ し こ

志子

議
員藁

わら

科
しな

　 登
のぼる
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平
成
十
八
年

　

第
二
回
定
例
会
付
託
分

　

議
会
運
営
委
員
会
付
託
分

❖
地
方
交
付
税
制
度
の
財
源
保
障

　

機
能
を
堅
持
し
、
充
実
さ
せ
る

　

陳
情
書

（
慣
例
に
よ
り
、
本
会
議
で
の
議

会
運
営
委
員
長
報
告
は
省
略
さ
れ

て
い
る
た
め
、
結
果
の
み
掲
載
）

 
審
査
結
果　
　

継
続
審
査

（
議
員
の
改
選
に
伴
い
審
議
未
了
）

　

平
成
十
八
年

　

第
三
回
定
例
会
付
託
分

　

都
市
建
設
委
員
会
付
託
分

❖
都
市
計
画
道
路「
貝
地
・
高
浜
線
」

　
の
建
設
に
反
対
す
る
陳
情
書

 

委
員
長
報
告
の
要
旨

　

当
委
員
会
は
、
前
回
審
査
時
に

「
反
対
者
の
方
々
を
は
じ
め
と
す

る
地
元
住
民
の
意
向
を
調
査
し
、

か
つ
、
事
業
の
詳
細
な
タ
イ
ム
・

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
た
上
で

更
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」と
の

判
断
か
ら
、
継
続
審
査
と
し
た
。

今
委
員
会
で
は
そ
の
点
を
中
心
に

審
査
を
実
施
し
た
が
、
市
当
局
の

報
告
で
は
、
城
南
中
学
校
側
の
反

対
者
の
方
々
か
ら
は
前
回
同
様
、

調
査
・
測
量
の
同
意
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
高
浜
台
側
は
三
名
の

反
対
者
の
う
ち
一
名
か
ら
調
査
・

測
量
に
つ
い
て
理
解
が
得
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
貝
地
・
高
浜
線
の
早
期

実
現
を
求
め
て
い
る
方
に
意
向
を

伺
っ
た
と
こ
ろ「
個
人
的
に
は
高

浜
台
側
だ
け
で
も
整
備
が
出
来
な

い
か
検
討
を
願
い
た
い
。
高
浜
台

は
道
路
が
狭
く
、
緊
急
車
両
も
入

れ
な
い
状
況
な
の
で
、
是
非
メ
イ

ン
道
路
の
整
備
に
努
力
願
い
た

い
」と
の
話
し
が
あ
っ
た
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
ま
た
同
氏
か
ら
は
地

元
説
明
会
開
催
の
要
望
が
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
、
市
当
局
と
し
て
は

近
く
こ
れ
を
開
催
す
る
考
え
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

整
備
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
は
跨
線
橋
工

事
に
合
計
九
年
を
要
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
を

考
え
る
と
用
地
買
収
等
は
平
成

二
十
一
年
ま
で
に
終
わ
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。ま
た
市
当
局
か
ら
は「
十
九

年
度
中
に
調
査
・
測
量
等
に
入
れ

た
と
し
て
も
、
合
併
特
例
債
期
限

内
で
の
貝
地
・
高
浜
線
の
完
成
は

非
常
に
困
難
な
状
況
」と
の
見
通

し
も
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
説
明
に
対
し
、
委
員
か
ら

は
様
々
な
質
疑
、
意
見
が
な
さ
れ

た
が
、
こ
の
事
業
に
お
い
て
問
題

と
な
る
の
は
貝
地
・
高
浜
線
が
既

に
都
市
計
画
決
定
を
し
た
路
線
で

あ
る
点
で
、「
合
併
特
例
債
で
整

備
で
き
る
か
否
か
」と
い
う
問
題

と「
都
市
計
画
道
路
の
整
備
の
是

非
」と
い
う
問
題
を
同
一
に
考
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
市
当
局
か
ら
も「
仮

に
合
併
特
例
債
と
し
て
の
整
備
を

断
念
し
て
も
、
都
市
計
画
道
路
と

し
て
の
位
置
づ
け
は
そ
の
ま
ま
残

る
の
で
、
ご
理
解
願
い
た
い
」と

の
発
言
が
な
さ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
質
疑
の
後
、
委

員
長
と
し
て
本
陳
情
を
採
択
と
す

る
こ
と
に
賛
成
の
委
員
の
起
立
を

求
め
て
採
決
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

起
立
し
た
委
員
は
少
数
に
と
ど
ま

っ
た
。

 

審
査
結
果　
　

不
採
択

　

議
会
運
営
委
員
会
付
託
分

❖
金
利
引
き
下
げ
に
つ
い
て
の

　

陳
情
書

 

審
査
結
果　
　

採　

択

❖
教
育
基
本
法「
改
正
」法
案
の

　

廃
案
を
求
め
る
陳
情

 

審
査
結
果　
　

不
採
択

❖「
地
域
の
県
立
高
校
の
存
続
と
、

　

三
十
人
以
下
学
級
実
現
で
ゆ
き

　

と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る
意
見

　

書
提
出
」に
関
す
る
陳
情

 

審
査
結
果　
　

継
続
審
査

（
議
員
の
改
選
に
伴
い
審
議
未
了
）

　

平
成
十
八
年

　

第
四
回
定
例
会
付
託
分

　

文
教
委
員
会
付
託
分

❖
柿
岡
中
学
校
の
早
期
建
替
を

　

求
め
る
請
願
書

 

紹
介
議
員　
　

川
井
貞
夫
・
島
田

　

久
雄
・
岡
野
孝
男

 

委
員
長
報
告
の
要
旨

　

本
請
願
に
つ
い
て
は
、
提
出
者

か
ら
請
願
本
文
を
訂
正
し
た
い
旨

の
申
し
出
が
あ
り
、
委
員
会
と
本

＆
　石岡市議会では、請願及び議会へ直接ご提出いただいた陳情を、
本会議で常任委員会等へ付託した上、詳細な審査を行っています。
第１回定例会で行った請願・陳情の審査の結果は、次のとおりです。
　なお、これらのうち「継続審査」と決した陳情２件（いずれも議会
運営委員会付託分）は、議員改選に伴って審議未了となりました。
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請願＆陳情／３月議会

会
議
で
承
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

（
こ
の
訂
正
に
よ
り
、
請
願
内
容

は「
現
在
地
へ
建
て
替
え
て
ほ
し

い
」と
い
う
内
容
か
ら
、「
建
て
替

え
て
ほ
し
い
」に
変
わ
っ
た
）。

　

こ
れ
を
受
け
、
当
委
員
会
は
去

る
三
月
十
三
日
に
あ
ら
た
め
て
慎

重
な
審
査
を
実
施
し
た
。
当
委
員

会
は
、
こ
れ
ま
で
の
二
度
に
わ
た

る
現
地
調
査
や
学
校
長
や
教
育
委

員
会
担
当
者
か
ら
状
況
を
確
認
し

て
き
た
こ
と
で
願
意
の
妥
当
性
は

十
分
認
識
を
し
て
お
り
、
今
回
の

訂
正
さ
れ
た
内
容
を
考
慮
し
た
結

果
、
本
請
願
は
全
会
一
致
で「
採

択
す
べ
き
も
の
」と
決
し
た
。

 

審
査
結
果　
　

採　

択

　

都
市
建
設
委
員
会
付
託
分

❖
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
の
た
め

　

の
安
全
な
歩
道
建
設
の
陳
情
書

 

委
員
長
報
告
の
要
旨

　

ま
ず
市
当
局
か
ら
、
陳
情
者
は

「
現
在
の
畦
畔
を
幅
員
一
㍍
程
度

に
拡
げ
、
舗
装
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
よ
い
」と
の
意
向
で
あ
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。
委
員
か
ら
は
、

ル
ー
ト
中
央
部
に
流
れ
る
山
王
川

が
氾
濫
し
た
場
合
を
懸
念
す
る
意

見
も
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
市
当
局

か
ら
は「
保
護
者
の
方
の
感
情
は

十
分
理
解
で
き
る
が
、
他
の
学
区

か
ら
も
同
様
の
要
望
を
受
け
た
場

合
は
今
回
の
事
例
と
の
整
合
性
が

求
め
ら
れ
、
こ
れ
に
は
財
政
上
の

困
難
が
伴
う
」と
の
考
え
も
示
さ

れ
た
。

　

た
だ
し
市
当
局
か
ら
は
、
陳
情

地
区
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
山
王

川
の
調
整
池
整
備
を
予
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
同
整
備
の
中
で
通

学
の
不
便
解
消
を
図
る
考
え
が
あ

る
こ
と
も
併
せ
て
報
告
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
審
査
の
後
、
委
員

長
と
し
て
本
陳
情
を
採
択
と
す
る

こ
と
に
賛
成
の
委
員
の
起
立
を
求

め
て
採
決
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
起

立
し
た
委
員
は
な
か
っ
た
。

 

審
査
結
果　
　

不
採
択

　

平
成
十
九
年

　

第
一
回
定
例
会
付
託
分

　

都
市
建
設
委
員
会
付
託
分

❖
十
日
橋（
大
増
地
内
）の
歩
道

　

設
置
に
つ
い
て
の
請
願
書

 

紹
介
議
員　
　

鈴
木
光
雄

 

要　
　

旨　
　

　

大
増
地
内
の
県
道
西
小
塙
・
石

岡
線
に
架
か
る
十
日
橋
は
、
道
幅

が
狭
い
上
に
歩
道
が
な
い
た
め
、

自
転
車
通
学
の
生
徒
達
が
大
型
車

と
の
す
れ
違
い
の
際
は
大
変
危
険

な
状
況
で
あ
る
。
既
に
三
件
ほ
ど

の
事
故
寸
前
の
事
態
が
発
生
し
て

お
り
、車
両
は
も
と
よ
り
自
転
車
・

歩
行
者
の
通
行
に
も
支
障
を
来
す

状
況
で
あ
る
。
こ
の
道
路
は
通
学

路
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
歩
道
を

約
六
十
㍍
に
わ
た
り
設
置
し
、
通

学
路
の
安
全
を
確
保
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

 

委
員
長
報
告
の
要
旨

　

十
日
橋
は
、
大
増
の
中
心
的
集

落
か
ら
恋
瀬
小
学
校
、
有
明
中
学

校
へ
通
う
多
く
の
児
童
・
生
徒
が

通
学
路
と
し
て
利
用
し
て
い
る
わ

け
だ
が
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
十
日
橋
を
含
め
た
西
小
塙

石
岡
線
の
約
六
十
㍍
の
区
間
に
歩

道
が
な
い
こ
と
は
、
通
学
路
の
安

全
確
保
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
た
。

　

審
査
で
は
、
委
員
か
ら
大
増
地

区
に
お
け
る
車
両
の
通
行
量
が
増

加
し
て
い
る
現
状
が
述
べ
ら
れ
、

ま
た
別
の
委
員
か
ら
は
、
北
関
東

自
動
車
道
の
笠
間
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
、
岩
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
開
設
に
伴
う
大
型
車
の
増
加
に

対
す
る
懸
念
も
示
さ
れ
た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
請
願
に
お
い
て

問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
願
意
の

対
象
が
県
道
で
あ
る
点
で
る
。
い

う
ま
で
も
な
く
県
道
の
管
理
者
は

県
知
事
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
当

市
に
こ
れ
を
整
備
す
る
権
限
は
な

い
。
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
請
願
を

「
不
採
択
」と
す
る
こ
と
も
一
つ
の

方
途
で
は
あ
る
が
、
当
委
員
会
と

し
て
は
、
地
区
住
民
、
特
に
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
の
方
々
の
願
い
を

看
過
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
結
論

に
達
し
、
採
決
に
お
い
て「
採
択

す
べ
き
も
の
」と
決
し
た
場
合
は
、

本
会
議
へ
の
意
見
書
案
提
出
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
、
採
決
を
行
う

こ
と
と
し
た
。
採
決
に
先
立
つ
討

論
に
お
い
て
発
言
す
る
委
員
は
な

く
、
委
員
長
に
お
い
て
直
ち
に
採

決
を
行
っ
た
結
果
、
当
委
員
会
は

当
該
請
願
を
全
会
一
致
で
願
意
妥

当
と
認
め
、「
採
択
す
べ
き
も
の
」

と
決
し
た
。

 

審
査
結
果　
　

採　

択

　

議
会
運
営
委
員
会
付
託
分

❖
医
師
・
看
護
師
不
足
を
解
消
し

　

安
全
で
ゆ
き
と
ど
い
た
医
療
の

　

実
現
を
求
め
る
請
願
書

 

要　
　

旨

　

現
在
、
医
師
不
足
は
地
方
・
都

市
部
を
問
わ
ず
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
地
域
医
療
が
崩
壊
す

る
危
機
的
状
況
も
生
じ
て
い
る
。

と
く
に
小
児
科
、
産
婦
人
科
を
置

く
病
院
が
減
少
し
て
お
り
、
地
域

で
分
娩
が
で
き
な
い
事
態
も
生
じ

て
い
る
。
医
療
の
現
場
で
は
医
師

不
足
に
よ
っ
て
過
酷
な
勤
務
実
態

が
も
た
ら
さ
れ
、
医
療
事
故
を
誘

発
す
る
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
き
意

見
書
を
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
。

１　

安
全
で
ゆ
き
と
ど
い
た
医
療

　

を
実
現
す
る
た
め
に
、
医
師
・

　

看
護
師
の
不
足
数
、
労
働
実
態

　

を
緊
急
に
調
査
し
、
養
成
数
を

　

抜
本
的
に
増
や
す
と
と
も
に
、

　

地
域
へ
の
定
着
の
た
め
の
施
策

　

を
進
め
る
こ
と
。

２　

そ
の
た
め
に
需
給
計
画
の
見

　

直
し
と
増
員
に
必
要
な
法
的
・

　

制
度
的
な
整
備
、
診
療
報
酬
そ

　

の
他
で
の
財
政
措
置
を
行
う
こ

　

と
。

 

審
査
結
果　
　

採　

択
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県
道
一
四
〇
号
線（
大
増
地

　

内
）へ
の
歩
道
設
置
に
関
す

　

る
意
見
書

　

石
岡
市
大
増
地
内
で
恋
瀬
川
を

跨
い
で
い
る
県
道
一
四
〇
号
線

（
西
小
塙
・
石
岡
線
）は
、
同
河
川

に
よ
っ
て
東
西
に
隔
て
ら
れ
た
二

つ
の
地
区
を
結
ぶ
と
い
う
、
大
変

重
要
な
役
割
も
果
た
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
に
架
か
る
十
日

橋
及
び
同
橋
西
端
か
ら
県
道
六
四

号
線（
土
浦
・
笠
間
線
）に
接
続
す

る
ま
で
の
部
分
は
、
道
路
幅
員

六
・
五
㍍（
車
道
幅
員
五
・
五
㍍
）足

ら
ず
で
、
歩
道
も
な
い
状
態
と
な

っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
北
関
東
自
動

車
道
の
整
備
は
当
市
に
ほ
ど
近
い

区
間
ま
で
進
ん
で
お
り
、
間
も
な

く
笠
間
Ｉ
Ｃ
、
岩
瀬
Ｉ
Ｃ
も
開
設

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
上
記
県
道
六
四
号
線

は
笠
間
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

と
さ
れ
て
お
り
、
岩
瀬
Ｉ
Ｃ
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
容
易
な
大
増
地
区

は
、
今
後
県
道
一
四
〇
号
線
も
含

め
、
大
型
車
両
等
の
通
行
量
激
増

が
予
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

大
増
地
区
の
恋
瀬
川
東
側
に
は

恋
瀬
小
学
校
、
有
明
中
学
校
が
あ

り
、
西
側
に
あ
る
同
地
区
の
中
心

的
集
落
か
ら
両
校
へ
通
学
す
る
児

童
・
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
は
、
県
道

一
四
〇
号
線
・
十
日
橋
を
渡
っ
て

登
下
校
を
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
中
、
当
市
議
会
が
調
査
し
た
と

こ
ろ
で
は
、
十
日
橋
付
近
に
お
い

て
児
童
・
生
徒
が
車
両
と
接
触
し

そ
う
に
な
る
事
例
が
す
で
に
数
件

発
生
し
て
お
り
、
現
在
に
お
い
て

す
ら
、
こ
の
場
所
が
通
学
路
と
し

て
極
め
て
危
険
な
状
態
に
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

全
国
各
地
で
相
継
い
で
い
る
不

幸
な
事
故
の
例
を
挙
げ
る
ま
で
も

な
く
、
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時

に
お
け
る
安
全
確
保
は
、
保
護
者

に
と
っ
て
切
実
な
願
い
で
あ
る
。

ま
た
、
す
べ
て
の
市
民
の
安
全
を

図
る
こ
と
は
、
当
市
議
会
に
と
っ

て
も
最
も
希
求
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
な
危
険
な
状

況
は
、
十
日
橋
に
並
行
す
る
形
で

歩
行
者
・
自
転
車
専
用
の
橋
を
架

け
、
さ
ら
に
同
橋
西
端
か
ら
県
道

六
四
号
線
と
の
交
差
部
ま
で
の
区

間
に
歩
道
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、解
消
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

県
に
お
い
て
は
、
県
民
、
特
に
将

来
を
担
う
児
童
・
生
徒
の
安
全
を

確
保
す
る
観
点
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
危
険
な
状
態
を
看
過
す
る
こ
と

な
く
、
前
に
述
べ
た
措
置
を
早
急

に
実
施
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

　

送
付
先　
　

茨
城
県
知
事

　

日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
関
す
る

　

意
見
書

　

わ
が
国
政
府
は
、
日
豪
両
国
政

府
の
共
同
研
究
最
終
報
告
書
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、

昨
年
十
二
月
の
首
脳
会
談
で
日
豪

Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
の
開
始
に
合
意
し
ま

し
た
。

　

わ
が
国
の
豪
州
か
ら
の
輸
入
状

況
を
見
る
と
、
農
林
水
産
物
輸
入

の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
し
か
も

わ
が
国
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な

米
、
麦
、
牛
肉
、
乳
製
品
、
砂
糖

な
ど
の
品
目
が
含
ま
れ
て
い
る
の

が
実
態
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
豪
州
と
の
交
渉
で

は
、
農
産
物
の
取
扱
い
が
焦
点
と

な
る
の
は
必
至
で
あ
り
、
そ
の
取

扱
い
如
何
に
よ
っ
て
は
、
わ
が
国

農
業
・
農
村
に
壊
滅
的
な
打
撃
を

与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
関
連
産

業
等
に
対
し
て
も
影
響
を
及
ぼ

し
、
地
域
経
済
を
も
崩
壊
さ
せ
る

懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
自
由

民
主
党
や
衆
参
農
林
水
産
委
員
会

に
お
い
て
は
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
交

渉
に
あ
た
っ
て
は
、
政
府
に
対
し

て
毅
然
と
し
た
対
応
を
求
め
る
趣

旨
の
決
議
が
採
択
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
政

府
に
お
い
て
は
、
豪
州
と
の
交
渉

に
あ
た
り
、
以
下
の
事
項
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
断
固
と
し
た
対
応
を

強
く
要
望
し
ま
す
。

◉
石
岡
市
議
会
発
の

第１回定例会で可決し、
関係行政庁等へ送付した意見書は３件でした。
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（
１
）重
要
品
目
に
対
す
る
例
外
措

　

置
の
確
保

　

わ
が
国
農
業
は
、
戦
後
農
政
の

大
転
換
を
決
定
し
、
十
九
年
度
か

ら
の
実
施
に
向
け
、
生
産
現
場
は

現
在
、
担
い
手
育
成
や
構
造
改
革

の
取
組
み
に
懸
命
に
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
わ
が
国
に

と
っ
て
、
米
、
麦
、
牛
肉
、
乳
製

品
、
砂
糖
な
ど
の
重
要
品
目
の
関

税
撤
廃
を
行
う
こ
と
は
、
こ
う
し

た
改
革
の
努
力
を
無
に
し
、
食
料

自
給
率
の
向
上
ど
こ
ろ
か
わ
が
国

農
業
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

渉
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
品
目
を
除

外
す
る
こ
と
な
ど
の
例
外
措
置
を

確
保
す
る
こ
と
。

（
２
）Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
対
す
る

わ
が
国
の
主
張
に
基
づ
い
た
対
応

の
確
保

　

こ
れ
ま
で
わ
が
国
は
、「
農
業

の
多
面
的
機
能
の
発
揮
」と「
多
様

な
農
業
の
共
存
」等
の
観
点
か
ら
、

十
分
な
数
の
重
要
品
目
の
確
保
と

そ
の
柔
軟
な
取
扱
い
、
ま
た
上
限

関
税
の
絶
対
阻
止
を
主
張
し
続
け

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
豪
州
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ

に
お
い
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
に
お
け

る
従
来
の
主
張
か
ら
譲
歩
す
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
一
致
団
結
し
て
戦

っ
て
き
た
Ｇ
10
各
国
へ
の
背
信
行

為
と
な
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

の
交
渉
の
努
力
が
水
泡
に
帰
す
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
米
国
や
カ
ナ
ダ
を
含
む

そ
の
他
の
国
々
か
ら
も
同
様
の
措

置
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ

交
渉
に
お
け
る
主
張
に
基
づ
い
た

整
合
性
の
あ
る
適
切
な
内
容
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
交
渉
す
る
こ
と
。

（
３
）交
渉
如
何
に
よ
っ
て
は
交
渉

を
中
断
す
る
な
ど
厳
し
い
判
断
を

も
っ
て
交
渉
に
臨
む
こ
と

　

豪
州
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
あ
た

っ
て
は
期
限
を
定
め
ず
、
粘
り
強

く
交
渉
す
る
と
と
も
に
、
豪
州
側

が
わ
が
国
の
重
要
品
目
の
柔
軟
性

に
つ
い
て
十
分
配
慮
し
な
い
場
合

は
、
交
渉
の
継
続
に
つ
い
て
中
断

も
含
め
厳
し
い
判
断
を
行
う
こ

と
。

　

送
付
先　
　

内
閣
総
理
大
臣
、

内
閣
官
房
長
官
、
外
務
大
臣
、
財

務
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
経
済

産
業
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議

院
議
長

　

医
師
・
看
護
師
不
足
を
解
消

　

し
安
全
で
ゆ
き
と
ど
い
た
医

　

療
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

　

現
在
、
医
師
不
足
は
地
方
・
都

市
部
を
問
わ
ず
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
医
師
不
足
で
閉
鎖
に

追
い
込
ま
れ
る
病
院
や
診
療
科
の

み
な
ら
ず
、
地
域
医
療
が
崩
壊
す

る
危
機
的
状
況
も
生
じ
て
い
ま

す
。
と
く
に
小
児
科
、
産
婦
人
科

を
置
く
病
院
が
減
少
し
て
お
り
、

地
域
で
分
娩
が
で
き
な
い
事
態
も

生
じ
て
い
ま
す
。
医
師
不
足
に
よ

り
医
療
の
現
場
で
は
過
酷
な
勤
務

実
態
が
も
た
ら
さ
れ
、
医
療
事
故

を
誘
発
す
る
一
因
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。
医
師
・
看
護
師
を
大
幅
に

増
や
し
、
安
全
で
ゆ
き
と
ど
い
た

医
療
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
国
民

的
な
緊
急
課
題
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
政
府

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
医
師
不
足

を
解
消
し
、
安
心
で
き
る
地
域
医

療
体
制
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
下

記
の
事
項
に
つ
い
て
要
望
し
ま

す
。

１　

安
全
で
ゆ
き
と
ど
い
た
医
療

　

を
実
現
す
る
た
め
に
、
医
師
・

　

看
護
師
の
不
足
数
、
労
働
実
態

　

を
緊
急
に
調
査
し
、
養
成
数
を

　

抜
本
的
に
増
や
す
と
と
も
に
、

　

地
域
へ
の
定
着
の
た
め
の
施
策

　

を
進
め
る
こ
と
。

２　

そ
の
た
め
に
需
給
計
画
の
見

　

直
し
と
増
員
に
必
要
な
法
的
・

　

制
度
的
な
整
備
、
診
療
報
酬
そ

　

の
他
で
の
財
政
措
置
を
行
う
こ

　

と
。

３　

地
域
医
療
の
再
構
築
に
向
け

　

て
、
総
合
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
早

　

急
に
策
定
す
る
こ
と
。

４　

救
急
医
療
体
制
の
整
備
・
維

　

持
、周
産
期
医
療
体
制
の
整
備
・

　

維
持
の
た
め
の
支
援
策
の
拡
充

　

を
図
る
こ
と

５　

小
児
科
医
療
等
の
医
師
不
足

　

が
指
摘
さ
れ
る
科
目
の
診
療
報

　

酬
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
図
る

　

こ
と

６　

公
的
病
院
の
診
療
体
制
の
強

　

化
を
図
る
た
め
集
約
化
へ
の
取

　

組
み
の
支
援
策
を
拡
充
す
る
こ

　

と
、
ま
た
中
核
病
院
と
地
域
医

　

療
機
関
の
連
携
を
強
化
す
る
た

　

め
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と

７　

臨
床
研
修
制
度
の
あ
り
方
に

　

つ
い
て
検
討
を
行
い
、
前
期
・

　

後
期
臨
床
研
修
に
お
い
て
、
地

　

域
医
療
へ
の
従
事
が
適
切
に
確

　

保
で
き
る
よ
う
取
組
み
を
進
め

　

る
こ
と

８　

医
科
系
大
学
の
定
員
に
お
け

　

る
地
域
枠
の
拡
大
を
図
る
と
と

　

も
に
、
奨
学
金
制
度
の
充
実
な

　

ど
地
元
へ
の
定
着
を
進
め
る
た

　

め
の
施
策
の
充
実
を
図
る
こ
と

９　

院
内
保
育
の
確
保
や
、
女
性

　

医
師
バ
ン
ク
の
充
実
な
ど
女
性

　

医
師
の
仕
事
と
生
活
の
両
立
を

　

図
る
た
め
の
支
援
策
を
充
実
す

　

る
こ
と

10　

看
護
師
、
助
産
師
の
不
足
に

　

対
し
て
積
極
的
な
対
策
を
講
じ

　

る
こ
と

11　

小
児
救
急
の
電
話
相
談
事
業

　

の
充
実
の
た
め
の
対
策
を
講
じ

　

る
こ
と

12　

出
産
・
分
娩
に
係
る
無
過
失

　

保
障
制
度
の
早
期
の
創
設
を
図

　

る
こ
と

　

送
付
先　
　

内
閣
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚

生
労
働
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長

意見書／３月議会
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議案第１号

～

議案第14号

平成19年度石岡市一般会計予算／平成19年度石岡市授産所特別会計予算／平成19年度
石岡市国民健康保険特別会計予算／平成19年度石岡市簡易水道事業特別会計予算／平成
19年度石岡市下水道事業特別会計予算／平成19年度石岡市駐車場特別会計予算／平成
19年度石岡市老人保健特別会計予算／平成19年度石岡都市計画事業石岡駅東土地区画
整理事業特別会計予算／平成19年度石岡市農業集落排水事業特別会計予算／平成19年
度石岡市公共用地先行取得事業特別会計予算／平成19年度石岡市霊園事業特別会計予算
／平成19年度石岡市介護保険特別会計予算／平成19年度石岡市介護サービス事業特別
会計予算／平成19年度石岡市水道事業会計

原案可決

　予算歳入歳出予算の総額などは、８㌻参照

議案第15号

平成18年度石岡市一般会計補正予算（第４号）

原案可決

　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ３億6,521万3,000円を減額し、歳入歳出予
算の総額を歳入歳出それぞれ264億7,571万2,000円としようとするもの。
　補正予算の主な内容は、議員報酬等の減（△362万2,000円）、老人保健特別会計繰出金の
増（2,033万6,000円）、生活保護費の減（△１億1,515万1,000円）、石岡給食センター改築事
業の減（２億1,060万円）、観光物産施設整備事業の増（3,900万円）、消防緊急通信指令シス
テム整備事業の増（4,400万円）、消防車両機械整備事業（5,764万7,000円）の増など。

議案第16号
平成18年度石岡市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

原案可決　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ5,783万5,000円を減額し、歳入歳出予算の
総額を歳入歳出それぞれ84億6,177万7,000円としようとするもの。

議案第17号
平成18年度石岡市下水道事業特別会計補正予算（第４号）

原案可決　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ1,142万1,000円を減額し、歳入歳出予算の
総額を歳入歳出それぞれ34億3,517万5,000円としようとするもの。

議案第18号
平成18年度石岡市駐車場特別会計補正予算（第１号）

原案可決　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ740万円を減額し、歳入歳出予算の総額を
歳入歳出それぞれ1,860万4,000円としようとするもの。

議案第19号
平成１8年度石岡市老人保健特別会計補正予算（第２号）

原案可決　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ３億1,545万1,000円を減額し、歳入歳出予
算の総額を歳入歳出それぞれ66億5,620万4,000円としようとするもの。

議案第20号
平成18年度石岡都市計画事業石岡駅東土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

原案可決　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ1,200万円を減額し、歳入歳出予算の総額
を歳入歳出それぞれ１億3,922万8,000円としようとするもの。

議案第21号
平成18年度石岡市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）

原案可決　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ600万円を減額し、歳入歳出予算の総額を
歳入歳出それぞれ９億6,183万9,000円としようとするもの。

議案第22号
平成18年度石岡市介護保険特別会計補正予算（第４号）

原案可決　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ1,266万2,000円を追加し、歳入歳出予算の総
額を歳入歳出それぞれ45億2,533万9,000円としようとするもの。

議案第23号
平成18年度石岡市介護サービス事業特別会計補正予算（第３号）

原案可決　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ1,350万6,000円を減額し、歳入歳出予算の
総額を歳入歳出それぞれ２億2,379万1,000円としようとするもの。

議案第24号
石岡市基本構想を定めることについて

原案可決
　市町村合併により、第１次石岡市基本構想を定めようとするもの。

議案第25号

湖北環境衛生組合規約の変更について

原案可決
　地方自治法の一部を改正する法律（平成18年法律第53号）が平成18年６月７日に公布さ
れ、平成19年４月１日から施行されることに伴い、関連する部分を改めるため、湖北環
境衛生組合規約を変更することについて協議したいとして、地方自治法第290条の規定に
より提出されたもの。

議案第26号

霞台厚生施設組合規約の変更について

原案可決

　霞台厚生施設組合議会議員の定数の適正化を図るとともに、地方自治法の一部を改正
する法律（平成18年法律第53号）の施行に伴い、霞台厚生施設組合規約の所要の変更を行
うことについて協議したいとして、地方自治法第290条の規定により提出されたもの。な
お、議会議員の定数改正の内容は、全体の定数を11人から10人とし、うち、石岡市議会
から選出する数を６人から５人に改めようとするもの。またさらに、平成19年12月１日
からは、全体の定数を10人から９人に改めようとするもの。

＊第１回定例会（2月28日〜3月15日）に提出された議案の概要と、その審査結果は次のとおりです＊
第１回 定例会　議案の概要と審査結果
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議案第27号

土浦石岡地方社会教育センター一部事務組合規約の変更について

原案可決
　地方自治法の一部を改正する法律（平成18年法律第53号）が平成18年６月７日に公布さ
れ、平成19年４月１日から施行されることに伴い、土浦石岡地方社会教育センター一部
事務組合規約を変更することについて協議したいとして、地方自治法第290条の規定によ
り提出されたもの。

議案第28号

茨城県市町村総合事務組合規約の変更について

原案可決
　地方自治法、消防組織法、水防法及び土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策
の推進に関する法律の一部改正に伴う規約中の条項等の所要の改正並びに組合事務所の
位置について地番を表示するため及び広域連合からの事務の受託を可能とするための改
正を行おうとするもの。

議案第29号

石岡地方斎場組合規約の変更について

原案可決

　石岡地方斎場組合規約の変更について石岡地方斎場組合議会議員の定数の適正化を図
るとともに、地方自治法の一部を改正する法律（平成18年法律第53号）の施行に伴い、石
岡地方斎場組合規約の所要の変更を行うことについて協議したいとして、地方自治法第
290条の規定により提出されたもの。
　なお、議会議員の定数改正の内容は、全体の定数を14人から13人とし、うち、石岡市
議会から選出する数を７人から６人に改めようとするもの。またさらに、平成19年12月
１日からは、全体の定数を13人から12人に改めようとするもの。

議案第30号

新治地方広域事務組合規約の変更について

原案可決　地方自治法の一部を改正する法律（平成18年法律第53号）が平成18年６月７日に公布さ
れ、平成19年４月１日から施行されることに伴い、新治地方広域事務組合規約を変更す
ることについて協議したいとして、地方自治法第290条の規定により提出されたもの。

議案第31号

茨城租税債権管理機構規約の変更について

原案可決　地方自治法の一部を改正する法律（平成18年法律第53号）の施行に伴い、収入役制度の
見直し及び吏員制度の廃止に係る茨城租税債権管理機構規約を変更することについて協
議したいとして、地方自治法第290条の規定により提出されたもの。

議案第32号
石岡市表彰条例の一部を改正する条例を制定することについて

原案可決　地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、助役制度の見直しにより、当該条例
の引用部分について、所要の改正を行おうとするもの。

議案第33号
石岡市部等設置条例の一部を改正する条例を制定することについて

原案可決　市長公室を市長室に改め、部外扱いとするとともに、行財政改革の組織機構再編に伴
い移管される事務分掌について改めようとするもの。

議案第34号
石岡市区長及び協力員条例を制定することについて

原案可決　非常勤特別職としての駐在員、区長及び自治会長による行政連絡員制度を統一し、新
たな行政連絡員制度を設置しようとするもの。

議案第35号
石岡市政治倫理条例の一部を改正する条例を制定することについて

原案可決　地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、収入役の廃止により、当該条例の引
用部分について、所要の改正を行おうとするもの。

議案第36号 石岡市監査委員条例の一部を改正する条例を制定することについて 原案可決　地方自治法の一部改正に伴う監査委員の定数に関する規定等を改正しようとするもの。

議案第37号
石岡市副市長の定数を定める条例を制定することについて

原案可決　地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、助役に代えて副市長を置き、その定
数を定めようとするもの。なお、議案に示された定数は「１人」。

議案第38号

石岡市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例を制定することについて

原案可決
　地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う助役及び収入役制度の見直しにより、
当該条例の引用部分について、所要の改正を行おうとするもの。

【改正要綱】
１　助役の名称改正に伴い、助役を副市長に改めるもの。
２　収入役の廃止に伴い、非常勤特別職の旅費について、収入役相当としていたものを
　　副市長相当に改めるもの。

議案第39号
石岡市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例を制定することについて 原案可決
　保育所嘱託医及び保育所歯科医の報酬額の整合性を図ろうとするもの。

議案第40号
石岡市特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例を制定することについて

原案可決　地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う助役及び収入役制度の見直しにより、
当該条例の引用部分について、所要の改正を行おうとするもの。

議案第41号

石岡市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例を
制定することについて 原案可決
　地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う助役及び収入役制度の見直しにより、
当該条例の引用部分について、所要の改正を行おうとするもの。

議案の概要／３月議会
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議案第42号

石岡市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の臨時特例に関する条例
を制定することについて

原案可決　給料月額を平成19年４月から平成20年３月までの間、市長（88万円）は５㌫（４万4,000
円）、副市長（70万円）は３㌫（２万1,000円）それぞれ減じようとするもの。なお、これは平
成18年４月から行っている措置の継続。

議案第43号

石岡市教育長の給与、勤務時間及びその他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条
例を制定することについて

原案可決
　地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う助役及び収入役制度の見直しにより、
当該条例の引用部分について、所要の改正を行おうとするもの。

議案第44号

石岡市教育長の給与、勤務時間及びその他の勤務条件に関する条例の臨時特例に関する
条例を制定することについて

原案可決　教育長の給料月額（66万円）を平成19年４月から平成20年３月までの間、２㌫（調整によ
り１万4,000円）減じようとするもの。なお、これは平成18年４月から行っている措置の継
続。

議案第45号

石岡市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を制定することについて

原案可決

　一般職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う職員給与に係る
扶養手当の支給額の改正及び組織機構の再編に伴う所要の改正を行おうとするもの。

【改正要綱】
１　少子化対策として、３人目以降の子等に係る扶養手当の支給月額を5,000円から２人
　　目までと同額の6,000円に引き上げるもの。
２　行政職給料表級別職務分類表において市長公室長を削り、会計管理者を加えるもの。

議案第46号
石岡市税条例の一部を改正する条例を制定することについて

原案可決　地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、吏員制度の廃止により、当該条例の
引用部分について、所要の改正を行おうとするもの。

議案第47号
石岡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例を制定することについて

原案可決　地方税法施行令の規定に基づき、介護納付金課税限度額を現行の「８万円」から「９万円」
に改めようとするもの。

議案第48号
石岡市手数料条例の一部を改正する条例を制定することについて

原案可決　まちづくり特例市として、新たに市街化調整区域における建築許可等の事務に係る手
数料を定めようとするもの。

議案第49号
石岡市基金条例の一部を改正する条例を制定することについて

原案可決
　石岡市農業集落排水事業市債償還準備基金を設置しようとするもの。

議案第50号
石岡市立幼稚園授業料徴収条例の全部を改正する条例を制定することについて

原案可決　平成19年度から新たに石岡市立幼稚園の通園バスの利用料を徴収しようとするもの。
なお、通園バスの利用料は園児１人につき月額1,500円。

議案第51号

石岡市立小桜小学校児童通学バス運行に関する条例の一部を改正する条例を制定するこ
とについて

原案可決　当該通学バスについては、弓弦、青田及び朝日（うち411番地から446番地）に現住所が
ある児童のうち、４年生から６年生は従来下校時のみの利用に限っていたが、平成19年
４月の始業日から登校時も利用できることとしようとするもの。

議案第52号
石岡市学童保育事業条例の一部を改正する条例を制定することについて

原案可決　平成19年度から学童保育事業が教育委員会の所管となるため、当該部分を改めようと
するもの。

議案第53号
石岡市国府会館条例を廃止する条例を制定することについて

原案可決　国府地区公民館の整備により国府会館の設置目的が満了したことから、同会館を廃止
しようとするもの。

議案第54号

石岡市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例を制定することについて

原案可決

　学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う所要の改正及び少子化対策として、
入院に係る医療に要する経費の支給対象を中学校卒業まで拡大するための改正を行おう
とするもの。

【改正要綱】
１　平成19年４月１日から、盲学校、聾学校及び養護学校を特別支援学校とするもの。
２　平成19年10月１日から、特例児童生徒の入院に係る医療に要する経費を支給対象と
　　するもの。

議案第55号
石岡市保育所条例の一部を改正する条例を制定することについて

原案可決　地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、吏員制度の廃止により、当該条例に
おいて、所要の改正を行おうとするもの。

議案第56号
石岡市障害者福祉作業所条例を制定することについて

原案可決　障害者自立支援法に定める地域生活支援事業を実施するため、当該条例を制定しよう
とするもの。
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議案第57号

石岡市都市計画法の規定による開発行為の許可等の基準に関する条例を制定することに
ついて

原案可決
　まちづくり特例市として、市街化調整区域における開発行為の許可等の基準を定めよ
うとするもの。

議案第58号
石岡市水道事業運営審議会条例の一部を改正する条例を制定することについて

原案可決　地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、助役制度の見直しにより、当該条例
の引用部分について、所要の改正を行おうとするもの。

議案第59号
石岡市消防職員定数条例の一部を改正する条例を制定することについて

原案可決　地方自治法の一部を改正する法律の施行等により、当該条例において所要の改正を行
おうとするもの。

議案第60号
石岡市消防団条例の一部を改正する条例を制定することについて

原案可決　地方自治法の一部を改正する法律の施行により、当該条例において所要の改正を行お
うとするもの。

議案第61号

市道の認定について

原案可決
　地域住民陳情による道路整備に伴い当該道路を市道に認定しようとするもの。

議案第62号

市道の認定について

原案可決
　都市計画法に基づく開発行為により築造した道路を市道として受け入れようとするもの。

議案第63号

市道の変更について

原案可決

　市道整備改良事業に伴い道路の区域を一部変更しようとするもの。

議案第64号

市道の変更について

否　　決

　市道が同一所有者の所有地を分断しており、当該所有者が土地の一体的な使用ができ
るよう道路の区域を一部変更しようとするもの。

議案第65号

市道の廃止について

否　　決
　市道としての機能を喪失しているため、当該市道を廃止しようとするもの。

議案第66号

「工事請負契約の締結について」の一部変更について

原案可決
　平成18年第３回定例会で可決した「工事請負契約の締結について（18農集排処理施設機
械設備工事）」につき、外構擁壁工の一部工法変更が生じたため、設計を見直し、これに
伴って請負金額を「２億1,489万3,000円」から「２億1,825万3,000円」に変更しようとするも
の。

諮問第１号
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

適　　任　人権擁護委員が７名から２名増員となり９名となったため、新たに委員の候補者を推
薦する必要が生じたことから、大竹善倫氏（旭台３）を推薦しようとするもの。

諮問第２号
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

適　　任　人権擁護委員が７名から２名増員となり９名となったため、新たに委員の候補者を推
薦する必要が生じたことから、萩原壽盈氏（弓弦）を推薦しようとするもの。

議案の概要／３月議会

予定路線名 起点～終点 幅員（㍍） 延長（㍍） 面積（平方㍍）

Ａ１４１５号線 総社一丁目283
若宮二丁目287-2 5.20 125.60 766.40

予定路線名 起点～終点 幅員（㍍） 延長（㍍） 面積（平方㍍）

Ａ４５３７号線 旭台二丁目3670-21
旭台二丁目3670-8 5.10 112.00 573.00

路線名 起点～終点 幅員（㍍） 延長（㍍） 面積（平方㍍）

旧 Ａ０１０８号線 若松一丁目8877-1
府中五丁目8254-1

7.40〜
　11.55 645.36 5,408.95

新 Ａ０１０８号線 若松一丁目8877-1
府中四丁目8238-3

7.40〜
　13.18 698.36 ―

路線名 起点～終点 幅員（㍍） 延長（㍍） 面積（平方㍍）

旧 Ａ６３８３号線 石川字越場2181-1
石川字越場2156-113

2.10〜
　 6.80 446.17 1,019.08

新 Ａ６３８３号線 石川字越場2181-5
石川字越場2156-113

2.10〜
　 6.80 398.83 888.15

路線名 起点～終点 幅員（㍍） 延長（㍍） 面積（平方㍍）

Ｂ２５３５号線 上青柳カト474
上青柳カト475

5.40〜
　 6.40 31.00 170.00
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の
改
修
は
県
の
合
併

補
助
金
で
行
い
、
工
事
は
第
二
回

定
例
会
が
開
会
す
る
六
月
十
三
日

（
会
期
予
定
は
最
下
段
参
照
）
ま

で
に
終
了
す
る
予
定
。

　

委
員
会
傍
聴
規
則
改
正

　

傍
聴
可
能
な
人
数
が
増
加
に

　

こ
の
た
び
市
議
会
は
、
委
員
会

の
傍
聴
規
則
を
改
正
す
る
こ
と
を

決
め
た
。

　

こ
の
改
正
は
、
こ
れ
ま
で
五
人

だ
っ
た
常
任
委
員
会
の
傍
聴
定
員

を
十
人
に
増
や
そ
う
と
す
る
も

の
。
議
員
改
選
に
先
立
っ
て
市
が

行
っ
た
委
員
会
室
改
修
に
よ
り
、

一
部
屋
あ
た
り
の
面
積
が
拡
大
し

た
た
め
、
定
員
増
が
可
能
に
な
っ

た
。

　

な
お
、
石
岡
市
議
会
は
委
員
会

を
「
原
則
公
開
」
と
し
て
い
る
。

　

ス
マ
ー
ト
・
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験

　

実
施
小
美
玉
市
、
県
と
共
に

　

要
望
へ

　

都
市
建
設
委
員
会
で
都
市
整
備

課
長
が
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

当
市
と
小
美
玉
市
が
別
個
に
企
図

し
て
い
た
常
磐
自
動
車
道
で
の
ス

マ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ

Ｃ
）
社
会
実
験
（
※
）
に
つ
い
て
、

今
後
は
小
美
玉
市
と
共
同
で
実
現

を
目
指
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ

た
。

　

こ
れ
ま
で
、
小
美
玉
市
は
美
野

里
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
の
実
施

を
、
当
市
は
常
磐
自
動
車
道
と
村

上
・
六
軒
線
の
交
差
部
付
近
で
の

実
施
を
目
指
し
て
い
た
が
、今
般
、

国
道
三
五
五
号
線
が
園
部
川
を
越

え
る
付
近（
最
下
段
の
地
図
参
照
）

で
の
実
施
を
共
同
で
目
指
す
こ
と

で
合
意
し
た
と
い
う
。
Ｉ
Ｃ
の
形

式
は
高
速
道
路
本
線
へ
の
直
結

型
。
こ
れ
に
は
既
に
県
の
協
力
も

得
て
お
り
、
三
者
は
今
後
、
国
や

東
日
本
高
速
道
路
会
社
へ
の
要
望

や
協
議
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
。

　

県
で
は
、
早
け
れ
ば
十
九
年
度

着
工
、
二
十
年
度
の
実
験
開
始
を

目
指
し
た
い
と
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
都
市
建
設
委
員
か
ら
も

「
事
業
実
現
を
目
指
し
、
両
市
や

県
、
関
係
機
関
と
合
同
で
組
織
を

作
り
、
要
望
活
動
を
展
開
し
て
は

ど
う
か
」
な
ど
、
実
験
実
現
へ
向

け
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

（
※
社
会
実
験
＝
社
会
的
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
高
い

新
し
い
施
策
の
導
入
に
先
立
ち
、

場
所
と
期
間
を
限
定
し
て
施
策
を

試
行
す
る
と
と
も
に
、
試
行
結
果

の
評
価
を
行
い
、
施
策
を
本
格
的

に
導
入
す
る
か
否
か
の
判
断
を
す

る
も
の
。本
線
直
結
型
ス
マ
ー
ト
・

Ｉ
Ｃ
の
社
会
実
験
は
、
す
で
に
常

磐
自
動
車
道
と
国
道
一
二
三
号
の

交
差
部
（
水
戸
市
飯
富
町
地
内
）

で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

再生紙100％を使用しています。　　　  環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

議会広報紙に関するご意見・ご質問は、石岡市議会事務局　☎23–1111 内線312　〒315-8640 茨城県石岡市石岡3165–2
電子メール ishiokashigikai@muse.ocn.ne.jp　ホームページ http://www8.ocn.ne.jp/~ishioka/

第２回 定例会は6月13日開会予定
第２回定例会は、下記の日程で行われる予定です。
ぜひ傍聴においでになってみてください。
また、議会の様子は、モニターを通じて本庁舎と
八郷総合支所の１階ロビー、まちかど情報センタ
ーでもご覧いただけます。

※開会時間は、すべて午前10時からです。

６月13日 ㊌ 本会議（開会）
６月18日 ㊊ 本会議（一般質問）
６月19日 ㊋ 本会議（一般質問）
６月20日 ㊌ 本会議（一般質問）
６月21日 ㊍ 本会議（議案質疑）

６月22日 ㊎ 常任委員会（総務企画・教育福
祉の両委員会）

６月25日 ㊊ 常任委員会（市民経済・都市建
設の両委員会）

６月26日 ㊋ 議会運営委員会
６月27日 ㊌ 本会議（質疑・討論・採決）

議会

高低差が大きすぎ、傍聴席からは議員席が見えない。

至羽鳥園部川

工業団地

常磐
自動
車道

村
上
六
軒
線

荒
金
跨
線
橋

常
磐
線


